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∧
一
∨
 
 

西
行
は
、
元
永
元
年
（
〓
一
八
）
に
生
れ
、
建
久
元
年
二
一
九
〇
）
に
没
し
た
。
こ
の
七
十
二
年
の
生
涯
に
、
数
多
く
の
歌
 
 

を
詠
ん
だ
わ
け
だ
が
、
そ
の
生
存
中
に
、
西
行
の
歌
は
、
勅
撰
集
や
私
撰
集
に
幾
首
も
撰
ば
れ
て
い
る
ロ
ま
た
、
西
行
と
親
交
の
あ
 
 

っ
た
人
々
の
家
集
に
も
、
贈
答
歌
と
し
て
、
西
行
の
歌
が
何
首
も
収
め
ら
れ
て
い
る
ら
こ
れ
ら
に
、
西
行
が
生
存
中
に
編
ん
だ
『
御
 
 

裳
曜
河
歌
合
』
 
『
宮
河
歌
合
』
を
併
せ
て
整
理
す
る
と
、
つ
ま
り
、
西
行
生
存
中
に
何
ら
か
の
形
で
定
着
し
た
こ
と
が
間
違
い
な
い
 
 

歌
を
年
代
順
に
整
理
す
る
と
、
 
 

仁
平
元
一
一
五
一
 
 

久
寿
l
一
一
一
五
五
 
 

永
万
元
一
〓
ハ
五
 
 

指
承
t
一
一
一
七
八
 
 

拍
承
三
 
一
一
七
九
 
 

『
月
詣
和
歌
集
』
所
載
西
行
歌
本
文
小
考
 
 

現；38 54  

才 才 才  

62   61  

才  才  

『
詞
花
集
』
成
る
。
一
首
 
三
七
二
番
）
、
「
読
人
知
ら
ず
」
と
し
て
入
集
。
 
 

こ
の
頃
『
復
業
集
』
成
る
。
一
首
（
二
六
七
番
∵
「
西
行
法
師
」
と
し
て
入
集
。
 
 

こ
の
頃
『
続
詞
花
集
』
成
る
。
静
蓮
法
師
へ
の
返
歌
が
一
首
（
二
〓
ハ
番
）
、
「
西
行
法
師
」
と
 
 

し
て
入
集
。
 
 

（
1
）
 
 

こ
の
頃
『
長
秋
詠
藻
』
 
（
定
家
杢
成
る
。
俊
成
へ
の
贈
歌
が
一
首
（
四
一
〇
番
）
、
「
西
行
法
 
 

師
」
と
し
て
載
る
。
為
秀
本
に
は
、
四
首
載
る
。
 
 

こ
の
頃
ま
で
に
『
拍
承
三
十
六
人
歌
合
』
成
る
。
九
番
右
に
十
首
、
「
西
行
法
師
」
と
し
て
源
 
 
 

犬
 
井
 
貴
 
需
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三
～
六
番
〕
 
が
載
る
。
 
 

（
－
）
 
 
 

嘉
承
中
一
三
二
六
～
三
三
八
 
『
拾
玉
集
』
成
る
。
慈
円
と
の
歌
の
唱
和
宝
〓
三
重
が
一
首
載
る
。
 
 

が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
、
さ
き
の
歌
と
同
列
に
救
っ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 
 

西
行
の
詠
歌
の
中
で
、
西
行
生
存
中
に
編
ま
れ
た
撰
集
と
、
親
交
が
あ
っ
た
歌
人
の
家
集
と
に
載
る
歌
は
、
以
上
で
全
て
で
あ
 
 

る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
歌
が
西
行
の
家
集
に
収
め
ら
れ
た
場
合
、
如
何
ほ
ど
本
文
に
差
異
が
あ
る
の
か
、
ま
た
は
無
い
の
か
、
と
 
 

い
う
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
稿
者
の
、
調
査
報
告
の
第
一
歩
で
あ
る
。
何
故
に
瑞
者
が
か
よ
う
な
検
討
を
目
ざ
す
の
か
と
い
う
 
 

と
、
『
山
家
集
』
 
『
西
行
上
人
集
』
 
『
山
家
心
中
集
』
 
『
別
本
山
家
集
』
等
の
西
行
家
集
に
つ
い
て
は
、
そ
の
相
互
関
係
も
、
成
立
 
 
 

と
な
る
。
こ
の
外
に
、
西
行
没
後
の
成
立
で
は
あ
る
が
、
 
 
（
6
）
 
 

文 文 文 岡  
持 拍 治  
玉 田 三 年  

同  寿 蓑  
永型  

年  元 ＿  

八 八  

建
保
四
 
〓
〓
六
 
 

八 八 八  
九 八 七   

72 71 70 

才 才 才  

仲
綱
と
番
え
ら
れ
る
。
 
 

拍
承
四
年
以
後
こ
の
頃
ま
で
に
『
一
品
経
和
歌
懐
紙
』
成
る
。
二
首
、
「
円
位
」
と
し
て
載
る
。
 
 

（
2
）
 
 

こ
の
頃
成
っ
た
『
寂
蓮
法
師
集
』
 
（
部
類
本
）
 
に
、
贈
敬
一
首
 
（
七
〇
番
）
、
「
円
位
上
人
」
と
 
 

し
て
載
る
。
 
 

（
3
）
 
 

こ
の
頃
成
っ
た
『
殿
富
門
院
大
輔
集
』
 
〓
類
本
）
 
に
、
贈
歌
一
首
 
（
二
〇
〇
番
）
、
「
さ
い
 
 

行
L
と
し
て
載
る
。
 
 
（
■
）
 
 

こ
の
年
『
月
詣
集
』
成
る
か
。
十
七
首
、
「
円
位
法
師
」
と
し
て
入
集
。
 
 

『
御
裳
濯
河
歌
合
』
成
る
。
三
十
六
番
七
十
二
首
が
収
め
ら
れ
る
。
 
 

『
千
載
集
』
成
る
。
十
八
首
、
「
円
位
法
師
」
と
し
て
入
集
。
 
 

（
5
）
 
 

こ
の
頃
に
精
撰
中
の
『
粟
田
口
別
当
入
道
集
』
に
、
惟
方
へ
の
贈
歌
一
首
 
二
二
七
番
）
、
「
西
 
 

行
房
」
と
し
て
載
る
。
 
 

『
宮
河
歌
合
』
成
る
。
三
十
六
番
七
十
二
首
が
収
め
ら
れ
る
。
 
 

『
拾
遺
愚
草
』
成
る
。
『
御
裳
滑
河
歌
合
』
加
判
に
関
ナ
る
定
家
と
の
贈
答
歌
二
組
三
七
三
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恨
序
も
、
自
頂
か
他
撰
か
と
い
う
点
も
、
夫
々
の
本
文
の
信
憑
性
も
、
皆
目
不
明
で
あ
る
、
と
い
う
事
情
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
 

一
体
、
生
存
中
の
歌
人
の
歌
を
撰
集
に
収
め
る
場
合
、
勅
撰
集
で
あ
れ
私
撰
集
で
あ
れ
、
詠
者
が
そ
の
集
を
見
る
こ
と
が
あ
り
得
 
 

る
、
と
い
う
前
提
で
収
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
詞
書
を
含
め
て
、
そ
の
歌
の
本
文
は
あ
ま
り
変
え
ず
に
収
め
ら
れ
る
と
 
 

見
で
よ
い
。
勿
論
、
撰
集
の
目
的
に
よ
り
、
編
集
方
針
や
配
列
方
接
が
あ
る
わ
け
で
、
そ
れ
に
従
っ
て
詞
書
や
歌
語
が
少
々
手
直
し
 
 

さ
れ
る
こ
と
も
あ
ろ
う
。
が
、
そ
れ
は
、
泳
者
の
批
難
が
生
じ
な
い
程
度
の
、
質
的
に
も
量
的
に
も
ご
く
小
規
模
の
改
変
に
留
め
ら
 
 

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
詠
者
に
対
し
て
失
礼
で
あ
り
、
勅
撰
集
で
あ
れ
ば
、
そ
の
集
の
下
命
看
で
あ
る
天
皇
や
上
 
 

皇
に
対
し
て
失
礼
に
な
り
、
私
撰
集
で
あ
れ
ば
、
集
の
目
的
に
応
じ
な
く
な
ろ
う
。
尤
も
、
世
に
詠
歌
の
軌
範
を
示
す
と
い
う
目
的
 
 

で
の
改
変
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
。
 
 
 

家
集
に
他
人
と
の
贈
答
歌
を
収
め
る
場
合
も
然
り
。
相
手
が
自
分
の
家
集
を
見
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
認
識
し
て
、
本
文
を
あ
ま
 
 

り
変
え
ず
に
相
手
の
歌
を
収
め
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
相
手
へ
の
礼
儀
で
あ
り
、
自
分
の
歌
の
記
録
で
も
あ
る
家
集
の
意
図
に
も
 
 

合
致
す
る
。
勿
論
、
後
の
世
に
な
っ
て
別
人
が
編
ん
だ
他
撰
家
集
の
場
合
な
ど
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
わ
け
で
あ
る
が
。
 
 
 

こ
う
考
え
る
と
、
或
る
歌
人
の
歌
で
、
生
存
中
に
勅
撰
集
ヤ
私
撰
集
に
入
集
し
た
歌
や
、
親
交
の
あ
る
別
人
の
自
撰
家
集
に
収
め
 
 

ら
れ
た
歌
は
、
当
人
の
自
撰
家
集
に
匹
敵
す
る
軽
の
本
文
の
信
憑
性
が
あ
る
、
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
 
 
 

本
稿
は
、
以
上
の
よ
う
な
、
詠
着
生
存
中
の
撰
集
や
別
人
家
集
に
収
め
ら
れ
る
歌
は
そ
の
本
文
が
大
幅
に
変
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
 
 

い
、
と
い
う
作
業
仮
説
の
上
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
業
仮
説
が
否
定
さ
れ
る
場
合
、
成
り
立
た
な
い
本
稿
で
あ
る
。
さ
ら
に
 
 

言
え
ば
、
こ
の
作
業
仮
説
そ
の
も
の
が
、
ま
ず
、
仮
説
と
し
て
、
諸
証
拠
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
、
一
つ
の
説
に
定
着
さ
せ
ら
れ
る
べ
 
 

き
筋
合
い
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
在
の
稿
者
の
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
今
後
の
課
題
と
し
、
と
り
あ
え
ず
作
業
仮
説
 
 

と
し
て
お
く
に
と
ど
め
る
。
 
 

本
稿
は
、
前
述
の
目
的
の
第
一
歩
と
し
て
、
『
月
詣
集
』
所
載
西
行
歌
の
本
文
と
西
行
諸
家
集
所
収
の
本
文
と
を
比
較
検
討
し
、
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∧
二
∨
 
 

最
初
に
、
『
月
詣
集
』
の
入
集
歌
人
に
つ
い
て
概
観
し
、
こ
の
真
に
お
け
る
西
行
の
扱
い
を
確
認
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

本
稿
に
お
け
る
『
月
詣
集
』
の
検
討
は
、
諸
伝
本
の
中
で
最
も
多
く
の
歌
を
載
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
第
一
類
本
の
続
群
書
類
従
巻
三
 
 

六
八
所
収
本
に
よ
る
こ
と
に
す
る
。
『
新
編
国
歌
大
観
』
は
、
静
寅
堂
文
庫
蔵
続
類
従
本
を
底
本
と
し
て
お
り
、
本
稿
に
お
け
る
歌
 
 

番
号
は
、
こ
れ
に
よ
る
。
そ
の
現
存
『
月
詣
集
』
続
類
従
本
一
〇
七
六
首
に
つ
い
て
、
詠
者
を
数
え
る
と
、
「
読
人
知
ら
ず
」
が
二
 
 

首
、
欠
損
が
あ
っ
て
詠
者
不
明
の
歌
が
数
首
あ
る
が
、
都
合
三
〇
二
人
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
 
（
誤
謬
や
異
本
注
記
は
散
に
入
れ
 
 

な
い
）
。
そ
の
内
の
上
位
十
人
の
詠
者
を
示
す
と
、
 
 

二
九
首
 
 
皇
后
宮
大
夫
俊
成
 
 

二
大
首
 
 
加
茂
重
保
 
 

二
五
首
 
 
俊
恵
漬
師
 
 
 

一
八
首
 
 
内
大
臣
（
実
在
）
 
 
 

一
七
首
 
 
円
位
法
師
 
（
西
行
）
 
 

〓
ハ
首
 
 
右
大
臣
（
兼
実
）
・
刑
部
卿
頼
輔
 
 
 

以
っ
て
、
西
行
の
諸
家
集
の
本
文
に
関
す
る
私
見
を
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

何
故
に
『
月
詣
集
』
を
取
り
上
げ
る
の
か
と
い
う
と
、
こ
の
私
撰
集
が
、
周
知
の
ご
と
く
、
加
茂
別
雷
社
に
奉
納
す
る
目
的
で
編
 
 

ま
れ
た
も
の
で
、
私
撰
集
と
は
い
え
か
な
り
「
私
」
を
離
れ
る
 
「
公
」
 
の
性
格
を
持
つ
こ
と
、
撰
者
の
加
茂
重
保
が
、
俊
成
や
俊
恵
 
 

と
い
う
当
時
一
流
の
歌
人
と
交
流
の
あ
る
実
力
の
あ
る
歌
人
で
あ
り
、
初
歩
的
な
誤
謬
を
犯
す
こ
と
は
ま
ず
考
え
な
く
て
も
よ
い
こ
 
 

と
、
そ
れ
に
、
全
巻
が
生
存
中
の
人
々
の
歌
を
多
く
扶
ぶ
集
で
あ
り
、
西
行
の
み
が
生
存
歌
人
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
な
特
殊
な
凌
い
 
 

で
は
な
い
こ
と
、
な
ど
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
 
 

ヰ  
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一
五
首
 
 
顕
昭
法
師
・
中
納
言
長
方
 
 
 

一
四
首
 
 
左
衛
門
督
実
家
・
祝
部
成
仲
 
 

と
な
る
。
十
位
以
下
の
主
要
歌
人
を
拾
う
と
、
経
正
・
経
盛
・
忠
度
の
平
家
歌
人
が
十
三
首
、
通
親
・
隆
信
が
十
二
首
、
小
侍
従
・
 
 

成
範
が
十
一
首
、
寂
然
・
定
家
や
本
集
撰
集
に
助
力
し
た
祐
盛
が
九
首
、
等
で
あ
る
。
 
 
 

御
子
左
家
の
総
帥
俊
成
、
『
月
詣
集
』
の
撰
者
重
保
、
歌
林
苑
の
主
宰
者
俊
恵
、
俊
成
の
甥
で
歌
林
苑
と
も
交
流
の
あ
っ
た
実
定
 
 

に
次
ぎ
、
六
条
藤
家
を
中
心
と
ナ
る
兼
実
家
歌
壇
の
首
領
兼
実
よ
り
も
上
位
に
置
か
れ
て
い
る
西
行
で
あ
る
。
当
時
全
盛
の
平
氏
の
 
 

歌
人
よ
り
、
ま
た
、
歌
林
苑
の
主
要
歌
人
や
大
原
三
寂
よ
り
 
（
為
業
は
七
首
）
、
は
る
か
に
入
集
歌
数
が
多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
『
月
 
 

詣
集
』
に
お
け
る
西
行
の
扱
い
は
重
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
に
お
い
て
西
行
歌
が
重
く
扱
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
も
重
要
だ
が
、
こ
と
本
稿
の
課
題
に
別
し
て
い
う
と
、
『
月
 
 

詣
集
』
所
載
西
行
歌
が
十
七
首
と
い
う
ま
ず
ま
ず
の
数
で
あ
る
点
が
、
実
は
重
要
な
の
で
あ
る
。
取
り
上
げ
る
実
例
が
あ
ま
り
少
な
 
 

い
と
、
検
討
の
結
果
、
如
何
よ
う
な
傾
向
や
如
何
よ
う
な
結
論
が
出
る
に
し
て
も
、
検
討
自
体
の
意
義
が
薄
れ
、
そ
の
結
論
は
参
考
 
 

程
度
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
十
七
と
い
う
数
は
、
多
く
は
な
い
に
せ
よ
、
或
る
程
度
は
信
頼
で
き
る
結
論
が
導
き
出
 
 

せ
る
数
と
は
言
え
よ
う
、
前
節
に
お
い
て
、
『
月
詣
集
』
を
取
り
上
げ
る
理
由
を
幾
つ
か
示
し
た
が
、
こ
の
、
十
七
と
い
う
入
集
歌
 
 

数
の
件
も
、
理
由
の
一
つ
に
加
え
た
い
。
 
 

『
月
詣
集
』
所
載
の
西
行
歌
は
、
前
述
の
と
お
り
、
都
合
十
七
首
で
あ
る
。
そ
の
十
七
首
に
つ
い
て
、
管
見
の
『
月
詣
集
』
諸
本
 
 

に
お
け
る
所
載
状
況
と
、
西
行
の
自
歌
合
・
諸
家
集
に
お
け
る
所
収
状
況
、
そ
れ
に
勅
撰
集
や
他
の
私
撰
集
に
お
け
る
入
集
状
況
を
 
 

整
理
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
と
な
る
。
歌
番
号
は
、
公
刊
の
あ
る
も
の
は
そ
の
歌
番
号
に
よ
る
。
写
真
等
に
よ
る
場
合
は
、
稿
者
 
 

が
仮
り
に
施
し
た
歌
番
号
の
集
も
あ
る
。
 
 
 

ま
ず
、
『
月
詣
集
』
は
、
調
査
伝
本
は
続
群
書
類
従
本
だ
が
、
他
の
伝
本
も
、
こ
の
十
七
首
を
越
え
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
確
認
 
 

し
て
お
く
。
管
見
諸
本
の
う
ち
、
三
幸
文
庫
蔵
本
・
彰
考
館
蔵
本
・
文
化
五
年
刊
棟
証
本
が
欠
く
歌
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
綻
類
従
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か
く
ば
か
り
 
 

花
に
そ
む
 
 

わ
た
の
原
 
 

た
の
め
ぬ
に
 
 
 ．
．
 
 

醐
q
甜
甜
 
 

4
5
4
7
0
購
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（
8
）
 
 

本
等
の
『
月
詣
集
』
免
一
類
本
が
、
八
三
〇
番
か
ら
八
八
五
番
ま
で
と
九
t
一
五
番
か
ら
九
八
九
番
ま
で
を
「
井
辻
尚
監
の
校
本
を
も
 
 

っ
て
補
ふ
」
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
三
手
本
等
の
第
二
類
本
は
、
こ
の
補
充
が
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
ニ
ケ
所
の
補
充
の
な
い
 
 

第
二
親
木
の
方
が
、
補
充
の
あ
る
第
］
類
本
よ
り
、
現
存
本
と
し
て
は
、
早
い
形
態
を
示
ナ
わ
け
だ
が
、
補
充
が
行
な
わ
れ
た
諸
本
 
 

も
、
欠
損
部
分
が
復
元
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
本
来
の
形
態
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
厳
密
に
い
う
と
、
補
充
部
分
と
そ
れ
 
 

以
外
の
部
分
と
は
、
本
文
の
扱
い
を
変
え
る
べ
き
だ
が
、
本
稿
で
は
、
補
完
さ
れ
た
続
類
従
本
を
ひ
と
ま
ず
そ
の
ま
ま
用
い
る
こ
と
 
 

と
し
、
厳
密
な
区
別
は
、
『
月
詣
集
』
の
本
文
研
究
の
成
果
に
待
ち
た
い
と
思
う
ん
 
 
 

こ
の
先
脱
と
い
う
件
と
関
連
す
る
の
だ
が
、
『
月
詣
集
』
の
始
政
教
は
、
「
序
」
に
「
千
二
百
首
を
十
二
巻
に
分
ち
て
」
と
は
あ
 
 

る
が
、
現
存
本
で
は
、
最
も
歌
集
の
多
い
続
類
従
本
で
も
、
一
〇
七
六
首
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
巻
八
全
巻
と
巻
十
一
後
半
と
に
大
き
 
 

な
欠
脱
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
ん
都
合
〓
一
四
首
の
欠
脱
部
分
に
西
行
歌
が
無
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
こ
れ
も
『
月
詣
集
』
の
 
 

本
文
研
究
の
成
果
を
待
ち
た
い
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
所
載
西
行
歌
十
七
首
に
つ
い
て
、
西
行
諸
家
集
と
の
重
な
り
具
合
を
、
数
の
点
で
、
あ
ら
あ
ら
見
て
お
き
た
い
。
ま
 
 

ず
、
こ
の
十
七
首
を
全
て
載
せ
る
百
行
家
集
は
一
集
も
な
い
、
と
い
う
事
実
に
注
目
し
た
い
。
最
も
数
多
く
重
な
る
の
が
『
山
家
 
 

（
川
）
 
 

（
1
1
）
 
 

（
1
2
）
 
 

（
9
）
 
 

集
』
で
、
十
四
首
。
そ
の
内
、
松
屋
本
は
少
な
く
、
九
首
で
あ
る
。
次
い
で
、
『
西
行
上
人
集
』
の
十
三
首
、
『
別
本
山
家
集
』
の
 
 

十
二
首
 
（
巻
頭
追
加
に
も
う
一
首
重
な
る
敢
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
『
千
載
集
』
入
集
歌
の
拾
遺
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
な
 
 

（
ほ
）
 
 

（
1
5
）
 
 

（
u
）
 
 

い
）
 
で
あ
る
。
『
山
家
心
中
集
』
は
、
妙
法
院
本
が
十
首
、
他
伝
本
は
五
首
と
い
う
数
で
あ
る
。
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
『
官
河
歌
合
』
 
 

は
、
併
せ
て
も
五
首
に
ナ
ぎ
な
い
。
 
 
 

い
ま
一
つ
注
目
さ
れ
る
の
は
、
西
行
の
諸
家
集
は
お
ろ
か
、
別
人
私
家
集
・
諸
勅
撰
集
・
諸
私
囁
集
の
ど
の
集
に
も
見
出
せ
な
い
 
 

歌
が
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
巻
l
ニ
の
三
月
の
、
 
 

円
位
法
師
 
 

（
落
花
を
よ
め
る
）
 
 

（
一
入
九
番
）
 
 

有
り
と
て
も
い
で
や
さ
こ
そ
は
あ
ら
め
と
て
花
ぞ
う
き
世
を
思
ひ
し
り
け
る
 
 

（
1
6
）
 
 

と
い
う
歌
で
あ
る
。
早
く
、
文
化
五
年
刊
の
清
水
浜
臣
標
証
本
に
「
家
集
究
」
と
注
記
さ
れ
、
佐
佐
禾
信
綱
博
士
等
編
『
西
行
全
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け
）
 
 
集
』
で
は
「
山
家
集
、
聞
書
集
、
同
残
集
、
西
行
法
師
家
集
等
に
所
見
な
く
て
出
典
正
し
き
西
行
の
歌
を
輯
録
し
た
り
」
と
い
う
 
 

「
西
行
法
師
和
歌
拾
遺
・
上
巻
」
に
収
め
ら
れ
た
歌
で
あ
る
。
こ
の
歌
が
西
行
詠
か
否
か
と
い
う
問
題
の
吟
味
が
必
要
に
な
ろ
う
 
 

が
、
本
稿
に
と
つ
て
は
、
そ
れ
よ
り
も
、
西
行
の
家
集
に
載
ら
な
い
歌
を
『
月
詣
集
』
が
西
行
歌
と
し
て
載
せ
る
と
い
う
事
実
の
方
 
 

が
、
重
要
で
あ
る
。
現
存
の
西
行
家
集
と
『
月
詣
集
』
と
の
関
係
は
単
純
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
す
例
な
の
だ
か
ら
。
 
 
 

こ
う
見
る
と
、
『
月
詣
集
』
は
、
西
行
の
歌
の
集
な
ど
か
ら
歌
を
撰
ん
だ
に
せ
よ
、
現
在
伝
わ
る
西
行
家
集
の
或
る
特
定
の
集
を
 
 

資
料
と
し
た
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
反
対
の
見
方
を
す
る
と
、
現
存
の
西
行
諸
家
集
が
『
月
詣
集
』
の
成
っ
た
 
 

後
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
『
月
詣
集
』
所
載
西
行
歌
全
て
を
収
め
は
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 
 
 

以
上
の
事
実
は
、
『
月
謂
集
』
と
西
行
家
集
と
の
本
文
の
関
係
を
検
討
し
ょ
う
と
ナ
る
本
稿
の
設
題
に
あ
っ
て
は
、
重
大
な
意
味
 
 

を
持
つ
。
即
ち
、
西
行
の
諸
家
集
が
『
月
詣
集
』
に
先
行
ナ
る
の
で
あ
れ
そ
の
道
で
あ
れ
、
こ
れ
と
い
っ
た
特
定
の
家
集
と
『
月
詣
 
 

集
』
と
の
関
係
は
限
定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
限
定
で
き
な
い
と
い
う
よ
り
も
、
限
定
し
な
い
方
が
よ
い
、
と
言
い
換
え
る
べ
き
か
 
 

も
知
れ
な
い
ゥ
従
っ
て
、
何
の
先
入
感
も
な
し
に
、
西
行
諸
家
集
を
岡
山
線
上
に
並
べ
、
本
文
の
宿
意
性
と
い
う
点
で
一
等
の
資
料
 
 

で
あ
る
『
月
詣
集
』
所
載
歌
と
の
本
文
の
距
離
を
測
定
し
、
以
っ
て
、
各
家
集
の
本
文
の
性
格
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
 
 

の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
、
西
行
の
意
図
し
た
本
文
の
追
求
に
な
る
と
同
時
に
、
成
立
順
序
も
相
互
関
係
も
、
自
瑛
か
他
撰
か
も
 
 

不
明
と
い
う
外
な
い
西
行
諸
家
集
の
、
本
来
的
な
本
文
の
追
求
の
一
端
に
も
な
る
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
所
載
西
行
歌
の
勅
撰
集
や
他
の
私
撰
集
へ
の
入
集
状
況
も
、
さ
き
の
表
に
併
せ
て
示
し
た
が
、
『
月
詣
集
』
に
先
行
 
 

す
る
の
は
『
治
承
三
十
六
人
歌
合
』
、
の
み
で
あ
る
。
西
行
在
世
中
の
集
に
ま
で
広
げ
て
も
、
『
千
載
集
』
が
加
わ
る
の
み
で
あ
る
。
 
 

し
か
も
、
両
集
の
敢
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
二
首
と
四
首
と
．
ご
く
少
数
で
あ
る
わ
け
で
、
『
月
詣
集
』
 
へ
の
全
面
的
な
関
与
は
静
め
ら
 
 

れ
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
、
後
の
諸
撰
集
の
撰
者
が
、
西
行
敢
を
撰
ぶ
に
あ
た
n
∴
 
『
月
詣
集
』
入
集
歌
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
 
 

る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
わ
け
で
、
そ
う
な
る
と
、
本
文
の
点
で
も
『
月
詣
集
』
の
影
響
を
う
け
る
こ
と
は
あ
り
得
る
。
そ
の
意
味
 
 

で
、
無
意
味
な
比
較
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
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∧
三
∨
 
 

『
月
詣
集
』
は
、
序
文
に
よ
る
と
、
加
茂
重
保
が
、
祐
盛
法
師
の
助
力
を
得
て
、
辞
び
編
ん
だ
集
で
あ
る
が
、
撰
集
に
あ
た
り
、
 
 

（
柑
）
 
 

「
三
十
六
人
の
百
首
」
を
集
め
て
資
料
に
し
た
と
い
う
。
い
わ
ゆ
る
寿
永
百
首
家
集
で
あ
る
。
勿
論
、
寿
永
百
首
家
集
の
み
が
撰
歌
 
 

資
料
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
『
月
詣
集
』
入
集
歌
人
は
前
述
の
ご
と
く
三
百
余
人
だ
か
ら
、
コ
二
十
六
人
の
百
首
」
は
撰
歌
資
料
 
 

の
一
部
で
あ
る
。
当
面
問
題
の
西
行
の
場
合
も
、
寿
永
百
首
家
集
に
相
当
す
る
家
集
の
存
在
し
た
証
跡
が
な
い
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
 
 

は
判
る
。
し
か
し
、
『
月
詣
集
』
撰
集
に
際
し
て
資
料
と
さ
れ
た
寿
永
百
官
家
集
の
本
文
と
、
『
月
詣
集
』
の
本
文
と
を
比
較
し
、
 
 

そ
の
合
致
度
あ
る
い
は
相
違
度
を
洩
っ
て
お
く
と
い
う
手
続
き
は
、
寿
永
百
首
家
集
で
は
な
い
西
行
家
集
と
『
月
詣
集
』
と
の
比
較
 
 

の
為
に
は
、
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
、
『
月
詣
集
』
と
西
行
家
集
と
の
本
文
比
較
に
先
立
っ
て
、
少
々
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

1
9
）
 
 

廻
り
道
だ
が
、
寿
永
百
首
家
集
の
一
つ
で
あ
る
『
平
忠
度
集
』
の
本
文
と
『
月
謂
集
』
所
載
忠
度
歌
の
本
文
と
を
、
比
較
検
討
し
て
 
 

み
る
こ
と
に
し
た
い
。
 
 
 

何
故
に
『
平
忠
度
集
』
を
取
り
上
げ
る
か
と
い
え
ば
、
忠
度
の
歌
が
『
月
詣
集
』
に
十
三
首
と
い
う
ま
ず
ま
ず
の
数
で
撰
ば
れ
て
 
 

い
る
点
以
外
は
、
専
ら
、
稀
者
の
都
合
で
あ
る
。
幾
人
か
の
歌
人
に
つ
い
て
も
調
査
は
試
み
た
が
、
多
く
の
歌
人
に
つ
い
て
は
公
刊
 
 

の
あ
る
私
家
集
の
本
文
の
み
と
の
比
較
で
あ
る
。
た
だ
、
『
平
忠
度
集
』
に
つ
い
て
は
、
稿
者
の
関
心
も
あ
っ
て
、
十
余
の
伝
本
に
 
 

つ
い
て
の
本
文
調
査
を
済
ま
せ
て
あ
り
、
特
定
の
伝
本
に
よ
る
比
扱
か
ら
ナ
る
偏
り
と
い
う
こ
と
を
或
る
程
度
は
排
除
で
き
る
、
こ
 
 

う
考
え
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

以
上
、
『
月
詣
集
』
所
載
西
行
故
に
つ
い
て
、
西
行
諸
家
集
お
よ
び
勅
撰
集
や
他
の
私
撰
集
に
お
け
る
所
載
状
況
を
、
数
の
点
で
 
1
0
 
 

整
理
し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
数
の
点
で
は
、
『
月
詣
集
』
の
成
立
に
関
わ
り
そ
う
な
唯
一
の
集
と
い
う
も
の
は
見
あ
た
ら
な
い
こ
 
 

と
が
判
明
し
た
。
従
っ
て
、
『
月
詣
集
』
と
西
行
家
集
の
関
係
の
追
求
は
、
本
文
の
点
で
、
如
何
に
重
な
る
か
、
あ
る
い
は
、
如
何
 
 

に
異
な
る
か
、
と
い
う
、
本
文
吟
味
の
方
法
に
依
る
ほ
か
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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『
月
詣
集
』
所
載
平
忠
度
歌
に
つ
い
て
、
家
集
・
取
合
・
私
捷
集
・
勅
撰
集
に
由
け
る
所
載
状
況
を
調
べ
る
と
、
次
の
表
わ
ご
と
 
 

く
に
整
理
で
き
る
。
 
 

一
見
し
て
判
る
よ
う
に
、
『
月
詣
集
』
所
載
忠
彦
歌
十
三
首
は
、
全
て
、
寿
永
百
首
家
集
で
あ
る
『
平
忠
度
集
』
に
載
る
歌
で
あ
 
 11   
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加
）
 
 

る
。
泊
承
二
年
三
月
十
五
日
の
『
権
祢
宜
重
保
別
曹
社
歌
合
』
の
歌
l
一
首
は
、
直
接
『
月
詣
集
』
に
採
ら
れ
た
可
能
性
が
無
い
で
も
 
1
2
 
 

な
い
が
、
『
平
忠
度
集
』
所
載
歌
で
あ
り
、
こ
の
集
を
経
て
環
八
さ
れ
た
、
と
い
う
筋
道
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
『
月
詣
集
』
に
 
 

先
行
す
る
『
拍
承
三
十
六
人
敵
合
』
所
載
歌
は
三
首
に
過
ぎ
ず
、
勅
撰
集
入
醜
も
『
月
詣
集
』
以
壊
の
集
ば
か
り
で
、
西
行
歌
の
場
 
 

合
と
同
様
、
『
月
詣
集
』
 
へ
の
直
接
影
響
は
な
か
ろ
う
。
 
 

ヽ
ヽ
 
「
花
の
ち
る
覧
」
が
、
『
別
雷
社
歌
合
』
も
『
平
忠
藍
集
』
も
「
花
は
ち
る
ら
ん
」
と
あ
る
。
意
味
上
は
大
き
な
差
異
は
な
い
。
但
 
ヽ
 
 

一
首
一
首
に
つ
い
て
、
そ
の
本
文
を
見
て
み
よ
う
。
引
用
の
底
本
は
、
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
『
月
詣
和
歌
集
』
と
す
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 
家
づ
と
も
ま
だ
お
り
し
ら
ず
山
ぎ
く
ら
ち
ら
ぬ
に
か
へ
る
な
ら
ひ
な
け
れ
ば
 
「
 
 

（
桜
を
よ
め
る
）
 
 

も
イ
 

T
イ
 
 

木
の
も
と
を
や
が
て
す
み
か
と
な
さ
じ
と
て
思
ひ
顔
に
や
花
の
ち
る
覧
 
 
（
一
二
三
番
）
 
 

は
、
『
別
雷
社
歌
合
』
の
題
は
「
花
」
、
『
平
忠
度
集
』
の
詞
書
は
「
賀
茂
歌
合
に
花
を
よ
め
る
」
 
で
あ
る
。
歌
の
方
は
、
第
五
句
 
 

し
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
忠
妊
百
首
詠
歌
』
の
み
「
花
の
ち
る
ら
ん
」
と
あ
る
の
は
、
注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
『
月
詣
集
』
の
 
 

み
が
「
の
」
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
続
類
従
本
『
月
詣
集
』
の
異
本
注
記
「
て
ィ
」
 
「
も
ィ
」
 
 

に
相
当
す
る
異
文
を
有
す
る
『
平
忠
度
集
』
の
伝
本
は
、
管
見
十
条
本
の
限
り
で
は
、
見
あ
た
ら
な
い
も
 
 

山
ざ
と
の
花
見
侍
け
る
に
、
人
の
い
へ
づ
と
は
を
ら
 
 

ぬ
か
と
ま
う
し
け
れ
ば
 
 

で
イ
 
 
 

に
イ
 
 
 

〓
四
二
番
）
 
 

家
づ
と
も
ま
だ
折
し
ら
ぬ
山
ざ
く
ら
ち
ら
ず
か
へ
り
し
春
し
な
け
れ
ば
 
 

は
、
『
平
忠
度
集
』
で
は
、
詞
書
が
「
ひ
が
し
山
の
花
見
侍
り
け
る
に
、
家
づ
と
は
お
ら
ず
や
と
人
の
申
は
べ
り
け
れ
ば
」
と
あ
 
 

り
、
『
月
詣
集
』
と
大
異
は
な
い
。
『
玉
葉
集
』
一
大
三
番
の
小
侍
従
歌
の
詞
書
も
、
「
平
思
度
朝
臣
、
山
里
の
碓
み
侍
り
け
る
 
 

に
、
家
づ
と
は
お
ら
ず
や
と
申
し
っ
か
は
し
て
侍
り
け
れ
ば
云
々
」
で
、
こ
ち
ら
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
歌
は
、
『
平
忠
度
集
』
 
 

の
多
く
の
本
と
『
玉
葉
集
』
小
侍
従
歌
の
詞
書
中
の
も
の
は
、
 
 

で
あ
り
、
大
異
が
あ
る
。
ま
た
、
初
句
を
「
家
づ
と
は
」
と
す
る
伝
本
が
あ
り
 
（
青
陵
部
蔵
『
忠
度
百
首
詠
歌
』
・
神
宮
文
庫
蔵
本
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・
架
蔵
版
本
〕
、
松
平
文
庫
蔵
本
は
「
も
」
 
の
右
に
「
は
ィ
」
と
注
記
ナ
る
。
弟
三
・
四
句
の
異
文
に
つ
い
て
は
、
北
海
学
園
北
駕
 
 

文
庫
蔵
本
や
書
陵
部
蔵
『
忠
度
朝
臣
集
』
は
「
で
か
へ
り
し
イ
春
し
ィ
」
と
、
『
月
詣
集
』
と
同
じ
本
文
を
注
記
し
て
い
る
。
こ
の
 
 

歌
の
場
合
、
『
月
詣
集
』
と
『
平
忠
度
集
』
の
間
に
大
異
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

古
京
花
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
 

さ
ゝ
浪
や
し
が
の
み
や
こ
は
あ
れ
に
し
を
昔
な
が
ら
の
や
ま
ざ
く
ら
哉
 
 
（
一
八
四
番
）
 
 

は
、
『
平
忠
度
集
』
の
詞
書
は
「
為
業
歌
合
に
、
故
郷
花
を
」
、
『
拍
承
三
十
六
人
歌
合
』
の
詞
書
は
「
故
郷
花
」
、
『
千
載
集
』
の
詞
 
 

書
は
「
故
郷
花
と
い
へ
る
心
を
よ
み
侍
り
け
る
」
で
あ
る
。
歌
題
が
全
く
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
同
一
の
詞
書
と
見
て
よ
い
。
こ
の
歌
 
 

は
『
古
来
風
牡
抄
』
に
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
を
含
め
て
、
歌
に
は
異
文
は
見
出
せ
な
い
。
 
 

苗
代
を
よ
め
る
 
 

1
イ
 
 

（
二
一
八
番
）
 
 

苗
代
に
せ
き
や
と
む
ら
ん
垣
ね
な
る
い
さ
ゝ
小
川
の
お
と
よ
わ
る
な
り
 
 

ヽ
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

『
平
忠
度
集
』
の
詞
書
は
、
歌
題
の
 
「
苗
代
」
 
の
み
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
は
、
第
三
旬
を
「
垣
ね
な
る
」
と
し
、
「
も
ィ
」
と
 
 

ヽ
ヽ
 
 

異
文
を
注
記
す
る
が
、
『
平
忠
度
集
』
諸
本
は
、
全
て
 
「
垣
ね
も
る
」
と
す
る
。
第
四
句
の
 
「
い
さ
～
小
川
」
は
、
東
大
国
文
研
究
 
 

室
蔵
本
・
名
大
小
林
文
庫
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
『
忠
度
百
首
詠
歌
』
・
神
宮
文
庫
蔵
本
・
架
蔵
版
本
等
は
同
文
だ
が
、
書
陵
部
蔵
『
忠
 
 

慶
百
首
』
・
北
駕
文
庫
蔵
本
・
書
陵
部
蔵
『
忠
度
朝
臣
集
』
・
群
書
粗
従
本
は
「
い
さ
ら
」
と
あ
る
。
「
い
さ
～
」
に
「
ら
」
と
琵
 
 
 

記
ナ
る
本
も
、
「
い
さ
ら
」
に
「
さ
」
と
注
記
す
る
本
も
あ
る
。
「
ら
」
 
「
～
」
の
誤
写
だ
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
『
月
詣
集
』
は
 
 

『
平
忠
度
集
』
 
の
本
文
と
合
致
し
て
い
る
。
 
 
 

と
し
た
詞
書
で
あ
る
。
「
題
し
ら
ず
」
と
さ
れ
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
猶
、
『
平
思
度
集
』
辞
書
類
従
本
の
み
は
こ
の
歌
を
欠
く
が
、
 
 

ヽ
ヽ
 
 

管
見
の
他
本
は
、
全
て
、
異
文
ら
し
い
異
文
は
な
い
。
小
林
文
庫
蔵
本
に
、
第
玉
旬
を
「
や
が
て
つ
き
な
き
」
と
、
全
く
の
誤
謬
を
 
 

『
月
詣
集
』
で
は
、
三
七
七
番
か
ら
続
く
「
題
し
ら
ず
」
の
歌
だ
が
、
『
平
忠
度
集
』
で
も
、
 
 

（
摩
し
ら
ず
）
 
 

い
か
に
せ
ん
暫
し
さ
こ
そ
は
厭
は
め
と
思
ひ
し
程
に
や
が
て
つ
れ
な
き
 
 
（
三
七
九
番
）
 
 
 

「
恋
の
こ
～
ろ
を
」
と
い
う
漠
然
 
 

13   



大 井 善 専  215  

ヽ 

（
四
一
四
番
）
 
 
 

あ
や
め
草
尋
ぬ
る
人
の
こ
～
ろ
に
ぞ
ま
づ
な
が
き
ね
は
か
～
り
初
け
る
 
 

『
平
忠
度
集
』
諸
本
は
、
全
て
、
「
菖
蒲
」
と
い
う
歌
麿
の
み
を
詞
書
に
す
る
。
歌
を
見
る
と
、
『
月
詣
集
』
は
、
弟
五
旬
を
 
 

ヽ
ヽ
 
「
か
～
り
初
け
る
」
と
し
、
「
官
」
っ
ま
り
「
忠
度
百
官
」
と
も
呼
ば
れ
る
『
平
忠
密
集
』
に
は
「
け
む
」
と
い
う
異
文
が
あ
る
ぞ
 
 

と
注
記
し
て
い
る
が
、
『
平
忠
鑑
集
』
の
殆
ん
ど
の
本
が
「
け
る
」
で
あ
る
。
異
文
は
、
苦
陵
部
蔵
『
忠
度
盲
首
』
が
「
ぬ
る
」
、
 
 

小
林
文
庫
蔵
本
が
「
て
き
」
と
あ
る
が
、
「
け
む
」
と
す
る
本
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
他
に
、
架
蔵
版
本
が
第
二
二
二
句
を
「
心
に
 
 

ヽ
－
ヽ
 
 

ヽ
 
は
ま
づ
な
か
さ
ね
は
」
と
す
る
の
と
、
菩
陵
部
蔵
『
忠
度
百
首
詠
歌
』
が
第
五
句
を
「
か
け
ぞ
そ
め
け
る
」
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
 
 

『
月
詣
集
』
 
へ
の
影
響
は
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
月
詣
集
』
は
ー
『
平
忠
度
集
』
の
本
文
の
ま
ま
と
言
え
よ
う
。
 
 

こ
の
歌
も
、
『
平
忠
度
集
』
は
「
夢
中
会
恋
」
と
い
う
歌
層
の
み
を
詞
書
に
す
る
。
耗
類
従
本
『
月
詣
集
』
の
「
首
首
」
の
異
文
 
 

注
記
の
よ
う
に
、
「
連
恋
」
と
表
記
す
る
伝
本
も
、
小
林
文
庫
蔵
本
や
審
陵
部
蔵
『
忠
度
百
首
詠
歌
』
が
あ
る
。
第
三
旬
を
『
月
詣
 
 

ヽ   

ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
 
集
』
は
「
成
ゆ
く
は
」
と
ナ
る
が
、
『
平
底
度
集
』
で
は
、
春
暁
部
蔵
『
忠
彦
官
首
』
が
「
な
り
ゆ
け
ば
㌧
東
大
国
文
研
究
室
本
 
 
 

り
、
松
平
文
庫
本
は
「
つ
た
へ
る
ィ
」
と
、
そ
れ
を
異
文
注
記
す
る
。
因
み
に
、
こ
の
本
は
、
他
に
第
五
旬
も
「
た
び
ね
な
る
ら
 
 

ん
」
と
し
て
「
く
ひ
ィ
」
 
「
ら
ま
し
ィ
」
と
注
記
す
る
。
こ
の
歌
の
場
合
、
平
叙
の
「
星
の
」
と
疑
問
の
「
鼻
や
」
と
い
う
大
き
な
 
 

異
文
が
あ
る
が
、
他
は
、
『
月
詣
集
』
は
『
平
忠
度
集
』
と
同
文
と
言
え
よ
う
。
 
 

凄
首
肯
 
 

夢
中
会
恋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
 

ヽ 

ヽ  

犯
し
て
い
る
異
文
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。
 
 

（
菖
蒲
を
よ
め
る
）
 
 

隋
河
恋
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
 
 

（
五
〇
三
番
）
 
 

ま
れ
に
だ
に
あ
ふ
よ
も
あ
ら
ば
天
河
へ
だ
つ
る
星
の
た
ぐ
ひ
な
ら
ま
し
 
 

『
平
患
庶
集
』
の
詞
書
は
、
こ
の
歌
も
「
隔
川
恋
」
と
い
う
歌
題
の
み
で
あ
る
。
歌
で
は
、
『
月
詣
集
』
の
第
四
句
は
「
へ
だ
つ
 
 

ヽ
ヽ
 
星
の
」
だ
が
ー
『
平
忠
度
集
』
の
全
て
の
本
は
「
へ
だ
つ
る
ほ
し
や
」
と
す
る
。
尤
も
、
神
宮
文
庫
蔵
本
は
「
つ
た
へ
る
」
と
誤
 
 

夢
さ
め
て
な
ご
り
に
た
へ
ず
成
ゆ
く
は
あ
ふ
を
み
つ
る
に
か
へ
ん
命
か
 
 

む
百
 
 

（
五
五
入
番
）
 
 

lヰ  
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ヽ
ヽ
 
 

・
書
陵
部
蔵
『
忠
度
首
首
詠
歌
』
・
辞
書
類
従
本
が
「
な
り
ゆ
く
は
」
と
、
二
様
が
あ
り
、
そ
の
い
づ
れ
と
も
読
め
る
「
成
行
は
」
 
 

と
漢
字
表
記
の
伝
本
も
あ
る
。
『
月
詣
集
』
は
、
「
ゆ
く
は
」
と
ナ
る
本
に
よ
っ
た
か
、
「
ゆ
く
は
」
と
読
ん
だ
か
、
い
づ
れ
か
で
 
 

あ
ろ
う
。
 
 （

立
秋
の
こ
～
ろ
を
よ
め
る
）
 
 

〓
ハ
〇
八
番
）
 
 
 

秋
き
ぬ
と
し
ら
で
聞
と
も
大
か
た
は
あ
や
し
か
る
べ
き
風
の
青
か
な
 
 

『
平
思
度
集
』
の
詞
書
は
、
歌
堪
の
「
立
秋
」
の
み
。
歌
に
も
異
文
は
殆
ん
ど
無
く
、
書
陵
部
蔵
『
忠
度
朝
臣
集
』
が
第
二
旬
を
 
 

「
し
ら
で
き
く
か
も
」
と
し
、
北
駕
文
庫
蔵
本
が
こ
れ
と
同
文
を
異
文
注
記
す
る
程
度
で
あ
る
q
こ
の
歌
も
、
『
月
詣
集
』
は
『
平
 
 

感
度
集
』
 
の
本
文
の
ま
ま
を
採
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
 
 

月
前
草
花
 
 

萩
が
花
た
を
れ
ば
ぬ
る
～
袖
に
さ
へ
蕗
を
し
た
ひ
て
や
ど
る
月
影
 
 
こ
ハ
六
〇
番
）
 
 
 

ヽ
 
 

『
拍
承
三
十
六
人
歌
合
』
も
『
平
忠
度
集
』
も
、
詞
書
は
『
月
詣
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
歌
も
、
殆
ん
ど
の
伝
本
が
同
文
で
あ
 
 
 

る
。
小
林
文
庫
蔵
本
が
初
旬
を
「
は
ぎ
が
花
を
」
と
し
、
書
陵
部
蔵
『
忠
度
青
首
詠
歌
』
と
神
宮
文
庫
蔵
本
と
が
第
五
旬
を
「
や
ど
 
 

ヽ
†
 
 

る
月
か
な
」
と
す
る
程
度
で
あ
る
。
『
平
忠
度
集
』
の
本
文
が
そ
の
ま
ま
『
月
詣
集
』
に
揺
ら
れ
た
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

（
述
懐
を
よ
め
る
）
 
 

〔
八
三
七
番
）
 
 
 

存
命
へ
ば
さ
り
と
も
と
恩
ふ
心
こ
そ
時
に
つ
け
つ
～
よ
は
り
は
て
ぬ
れ
 
 

『
平
忠
度
集
』
の
詞
書
も
「
述
懐
」
で
あ
る
。
歌
の
異
文
も
少
な
い
。
第
三
旬
の
 
「
時
」
が
、
『
玉
葉
集
』
で
「
う
き
」
に
な
っ
 
 

て
お
り
、
第
五
旬
が
、
書
陵
部
蔵
『
忠
庶
百
首
』
・
同
蔵
『
忠
度
盲
首
詠
歌
』
・
同
蔵
『
忠
度
朝
臣
集
』
・
東
大
国
文
研
究
室
寺
本
 
 

ヽ
ヽ
 
 

・
架
蔵
版
本
等
、
「
よ
は
り
は
て
ぬ
る
」
と
係
結
び
が
乱
れ
る
本
が
あ
る
程
度
で
、
他
の
伝
本
は
『
月
詣
集
』
と
殆
ん
ど
同
文
で
あ
 
 

る
。
『
月
詣
集
』
に
は
『
平
忠
藍
藻
』
の
本
文
そ
の
ま
ま
に
撰
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
 
 

賀
茂
歌
合
に
述
懐
を
よ
め
る
 
 

（
ら
脱
）
 
 

ひ
た
す
ら
に
祈
る
に
あ
ら
ず
思
か
ね
そ
む
き
は
つ
ペ
き
世
と
も
し
□
せ
よ
 
 

（
八
四
九
番
）
 
 

15   
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『
別
電
社
歌
合
』
の
題
は
「
述
懐
」
で
あ
り
、
『
拍
承
三
十
六
人
敢
合
』
の
詞
書
は
「
賀
茂
歌
合
、
述
懐
」
、
『
平
鹿
露
集
』
の
詞
 
 

書
も
「
賀
茂
取
合
に
述
懐
の
心
を
」
と
あ
り
、
い
づ
れ
も
『
月
詣
集
』
と
同
山
の
詞
書
で
あ
る
。
歌
で
は
、
『
別
曹
社
歌
合
』
と
 
 

ヽ
ヽ
 
 

『
拍
承
三
十
六
人
取
合
』
と
が
第
三
旬
を
「
恨
み
か
ね
」
と
ナ
る
が
、
『
平
忠
度
集
』
は
『
月
詣
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
 
 

か
ら
も
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『
賀
茂
歌
合
』
か
ら
家
集
の
『
平
忠
度
集
』
 
へ
、
そ
し
て
『
月
詣
集
』
 
へ
、
と
い
う
流
れ
が
縫
取
 
 

で
き
る
。
東
大
国
文
研
究
室
蔵
本
と
松
平
文
庫
蔵
本
が
第
二
句
を
「
い
の
る
に
あ
ら
ぬ
」
と
し
て
「
ぬ
」
の
右
に
「
ナ
ィ
」
と
異
文
 
 

ヽ
 

注
記
す
る
が
、
本
文
は
『
月
詣
集
』
 
へ
の
影
響
は
な
い
。
他
に
、
『
殆
承
三
十
六
人
取
合
』
の
神
宮
文
庫
本
は
素
姓
の
よ
い
本
文
を
 
 

（
2
1
）
 
 

伝
え
る
本
で
、
『
月
詣
集
』
と
同
文
だ
が
、
他
の
伝
本
は
「
一
す
ぢ
に
」
と
輿
文
が
生
じ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
『
月
詣
 
 

集
』
は
、
『
平
忠
度
集
』
の
本
文
を
そ
の
ま
ま
採
っ
て
撰
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

観
音
晶
の
心
を
よ
め
る
 
 

と
風
 
 

（
一
〇
五
八
番
）
 
 
 

お
り
た
ち
て
た
の
む
と
な
れ
ば
飛
鳥
川
渕
も
瀬
に
な
る
物
と
こ
そ
き
け
 
 

『
平
忠
度
集
』
の
詞
書
は
「
観
音
晶
」
と
歌
屠
の
み
。
『
風
雅
集
』
は
「
普
門
晶
、
即
得
浅
処
の
こ
～
ろ
を
」
と
詞
書
す
る
。
本
 
 

文
は
大
異
が
あ
る
が
、
「
観
官
品
」
も
「
普
門
晶
」
も
共
に
『
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
一
一
十
五
』
の
略
で
、
内
容
は
変
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

り
な
い
。
『
風
雅
集
』
は
、
さ
ら
に
「
若
為
大
水
所
漂
、
称
其
名
号
、
即
得
接
地
云
々
」
 
の
旬
ま
で
引
い
た
の
で
あ
る
。
歌
の
第
五
 
 

ヽ
ヽ
 
 

句
を
「
た
の
む
と
な
ら
ば
」
と
ナ
る
着
陸
部
蔵
『
忠
度
百
首
』
が
あ
る
が
、
他
ほ
、
全
て
『
月
詣
集
』
と
同
文
で
、
田
膚
は
な
い
。
 
 

■
’
ヽ
 
 

簾
田
句
を
「
汎
の
せ
に
な
る
」
と
ナ
る
群
書
難
従
本
、
「
渕
の
せ
と
な
る
」
と
す
る
木
村
弥
三
郎
氏
蔵
本
が
あ
る
が
、
『
月
詣
集
』
 
 

と
の
交
渉
は
「
と
イ
」
と
い
う
注
記
の
み
で
あ
る
。
こ
の
歌
も
、
『
平
忠
度
集
』
か
ら
『
月
詣
集
』
 
へ
、
本
文
の
ま
ま
擾
ば
れ
た
の
 
 

で
あ
る
。
 
 

『
月
詣
集
』
所
載
平
忠
塵
取
十
三
首
に
つ
い
て
、
『
平
忠
庶
集
』
諸
本
の
本
文
と
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
『
月
詣
集
』
 
 

は
、
か
な
り
忠
実
に
『
平
忠
塵
集
』
の
本
文
を
採
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
 
 
 

詞
書
で
い
う
と
、
『
平
鹿
度
集
』
で
は
改
題
の
み
が
示
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
『
月
詣
集
』
で
「
と
い
ふ
こ
と
を
詠
め
る
」
型
の
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語
句
を
添
え
ら
れ
る
場
合
が
殆
ん
ど
で
 
（
一
二
三
二
〓
八
・
四
一
四
・
五
〇
三
・
五
五
入
・
六
〇
八
・
八
三
七
・
一
〇
五
入
）
、
 
 

そ
の
ま
ま
歌
題
の
み
を
示
ナ
も
の
さ
え
あ
る
 
（
六
六
〇
）
。
残
り
の
例
も
、
殆
ん
ど
同
文
の
も
の
 
〔
八
四
九
）
、
歌
合
の
名
を
添
え
る
 
 

も
の
 
（
－
八
田
〕
、
漠
然
と
し
た
題
を
「
摩
し
ら
ず
」
と
す
る
も
の
 
（
三
七
九
）
 
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
最
も
大
幅
な
詞
書
の
改
 
 

変
は
一
四
二
番
だ
が
、
こ
れ
と
て
、
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
 
 
 

歌
の
方
も
、
お
お
む
ね
『
平
忠
度
集
』
 
の
本
文
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
『
平
鹿
度
集
』
の
ど
の
本
と
も
異
文
の
な
い
歌
 
（
一
入
四
・
 
 

三
七
九
）
 
と
大
多
数
の
伝
本
と
本
文
が
合
致
ナ
る
歌
（
四
一
四
・
六
〇
八
二
ハ
六
〇
・
八
三
七
・
一
〇
五
九
）
が
殆
ん
ど
で
あ
る
。
 
 

中
に
は
、
『
月
詣
集
』
に
お
け
る
異
文
と
見
え
る
も
の
も
あ
る
が
 
〓
二
三
）
、
こ
れ
と
て
、
唯
一
本
だ
が
『
月
詣
集
』
と
同
じ
異
 
 

文
を
持
つ
 
『
平
忠
直
集
』
が
あ
る
わ
け
で
、
や
は
り
、
『
平
忠
度
集
』
か
ら
『
月
詣
集
』
 
へ
の
本
文
の
流
れ
が
確
認
で
き
る
も
の
で
 
 

あ
っ
た
。
 
 
 

最
も
大
き
な
政
の
異
文
は
、
一
四
二
番
の
 
「
ち
ら
ず
か
へ
り
し
暮
し
な
け
れ
ば
」
と
「
ち
ら
ぬ
に
か
へ
る
な
ら
ひ
な
け
れ
ば
」
 
 

と
、
五
〇
三
番
の
「
へ
だ
つ
る
星
の
な
ぐ
ひ
な
ら
ま
し
」
と
「
へ
だ
つ
る
ほ
し
や
た
ぐ
ひ
な
ら
ま
し
」
と
の
二
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
 
 

も
、
事
柄
は
殆
ん
ど
同
一
だ
が
、
前
者
は
本
文
に
大
異
が
あ
り
、
後
者
は
平
叙
と
疑
問
と
い
う
表
現
上
の
大
異
が
あ
る
。
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
見
様
に
よ
っ
て
は
『
平
忠
度
集
』
と
『
月
詣
集
』
と
で
大
き
な
差
異
が
あ
る
歌
も
、
無
い
で
は
な
い
。
し
か
し
、
 
 

重
要
な
の
は
、
殆
ん
ど
の
歌
が
、
詞
書
を
含
め
て
、
『
平
忠
庶
集
』
と
い
う
寿
永
百
首
家
集
と
『
月
詣
集
』
の
間
で
、
大
き
な
差
異
 
 

が
生
じ
て
い
な
い
、
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
撰
集
時
に
少
々
の
改
変
は
行
な
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
改
変
は
、
い
 
 

ヽ
 

ま
見
た
ご
と
き
量
の
、
い
ま
見
た
ご
と
き
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
調
査
伝
本
が
少
な
 
 

い
た
め
に
こ
こ
で
具
体
的
に
言
及
ナ
る
こ
と
は
避
け
る
が
、
他
の
歌
人
の
家
集
と
『
月
詣
集
』
と
の
異
同
も
、
寿
永
百
官
家
集
の
場
 
 

合
も
、
そ
う
で
な
い
場
合
も
、
い
ま
見
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
き
た
い
。
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∧
四
∨
 
 

『
平
忠
度
集
』
と
『
月
詣
集
』
の
本
文
の
異
同
を
概
観
し
て
み
た
わ
け
だ
が
、
『
平
忠
度
集
』
は
、
忠
箆
の
唯
一
の
家
集
で
あ
 
 

る
。
ま
た
、
そ
の
諸
伝
本
を
見
て
も
、
管
見
の
限
り
で
は
、
特
別
の
異
種
本
は
な
く
、
全
て
、
同
山
祖
本
か
ら
の
書
写
性
本
文
変
化
 
 

が
あ
る
の
み
で
あ
っ
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
本
稿
で
問
題
の
西
行
家
集
の
場
合
、
『
山
家
集
』
 
『
別
本
山
家
集
』
 
『
西
行
上
人
集
』
 
『
山
家
心
中
集
』
 
『
開
書
集
』
 
 

『
残
集
』
と
い
う
ふ
う
に
、
家
集
が
幾
種
も
あ
り
、
そ
の
殆
ん
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
複
数
伝
本
が
現
存
し
、
伝
本
相
互
に
異
文
が
見
出
せ
 
 

る
わ
け
で
、
『
平
忠
度
集
』
ほ
ど
単
純
な
伝
来
で
は
な
い
。
そ
の
全
て
の
伝
本
を
調
査
す
る
準
備
は
満
者
に
は
な
く
、
寺
沢
行
忠
氏
 
 

（
肇
）
 
 

（
2
2
）
 
 

の
『
山
家
集
』
に
関
す
る
、
高
城
功
夫
氏
の
『
西
行
上
人
集
』
 
『
山
家
心
中
集
』
に
関
す
る
、
そ
し
て
、
久
保
田
淳
氏
編
『
西
行
全
 
 

（
封
）
 
 
集
』
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
覚
の
西
行
歌
に
関
す
る
、
御
研
究
の
学
息
に
浴
し
っ
つ
、
管
見
の
諸
本
の
み
に
つ
い
て
、
『
月
詣
集
』
 
 

の
本
文
と
比
較
検
討
し
て
み
た
い
と
思
う
。
 
 

題
し
ら
ず
 
 

生
す
げ
生
る
あ
ら
た
に
水
を
ま
か
ナ
れ
ば
嬉
し
が
ほ
に
も
な
く
蛙
哉
 
 
（
八
八
番
）
 
 
 

『
月
詣
集
』
巻
l
一
月
は
、
冒
頭
の
七
七
番
か
ら
八
一
番
ま
で
「
春
駒
」
、
八
二
番
が
「
蕨
」
、
八
三
番
か
ら
八
七
番
ま
で
「
柳
」
の
 
 

歌
題
の
扱
が
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
八
番
は
、
「
題
し
ら
ず
」
と
さ
れ
る
が
、
歌
題
は
「
蛙
」
と
見
て
よ
い
。
続
く
八
九
番
以
降
 
 

は
「
花
」
 
の
歌
題
の
歌
群
に
な
る
。
『
月
詣
集
』
が
、
「
蛙
」
と
明
記
し
て
も
よ
い
と
こ
ろ
を
、
何
故
に
「
題
し
ら
ず
」
と
し
た
の
 
 

か
、
判
ら
な
い
。
因
み
に
、
『
山
家
集
』
 
『
別
本
』
 
『
上
人
集
』
 
『
心
中
集
』
は
、
全
て
「
蛙
」
と
詞
書
す
る
。
『
御
裳
渾
和
歌
集
』
 
 

が
「
題
不
知
」
、
『
風
雅
集
』
が
 
「
春
の
歌
の
中
に
」
と
ナ
る
が
、
『
月
詣
集
』
に
影
響
し
た
は
ず
は
な
い
。
 
 
 

故
に
つ
い
て
言
う
と
、
『
宮
河
取
合
』
と
『
心
中
集
』
は
『
月
詣
集
』
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
『
心
中
集
』
の
内
閣
文
庫
蔵
本
に
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ヽ
ヽ
ヽ
 
 

「
ま
す
げ
ほ
～
る
」
と
い
う
異
文
は
あ
る
が
。
『
上
人
集
』
は
、
初
句
を
「
ま
す
ら
を
が
」
と
訂
正
す
る
内
閣
文
庫
蔵
Ⅰ
本
、
第
四
 
 

ヽ
ヽ
 
 

句
を
「
嬉
し
が
ほ
に
て
」
と
す
る
同
蔵
Ⅱ
本
等
、
異
文
の
あ
る
伝
本
も
あ
る
が
、
お
お
む
ね
『
月
詣
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
と
こ
ろ
 
 

が
、
『
山
家
集
』
 
の
陽
明
文
庫
蔵
本
や
架
蔵
版
本
と
『
別
本
』
は
、
第
二
旬
の
 
「
あ
ら
た
」
を
「
山
田
」
と
す
る
。
松
屋
本
は
 
「
あ
 
 

ら
イ
」
と
あ
り
、
筑
波
大
蔵
本
も
「
あ
ら
た
」
と
あ
る
か
ら
、
『
山
家
集
』
の
伝
写
の
間
に
「
あ
ら
た
」
 
「
山
田
」
 
の
異
文
が
生
じ
 
 

た
と
見
て
よ
い
。
『
月
詣
集
』
は
、
「
あ
ら
た
」
と
す
る
『
宮
河
歌
合
』
そ
の
他
の
家
集
と
同
一
の
本
文
を
資
料
と
し
た
か
、
『
山
 
 

家
集
』
の
 
「
山
田
」
と
変
化
す
る
以
前
の
系
譜
に
立
つ
資
料
に
よ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
別
本
』
は
『
月
詣
集
』
と
は
こ
の
歌
に
関
し
 
 

て
は
関
わ
り
が
な
い
と
言
え
よ
う
。
 
 

（
桜
を
よ
め
る
）
 
 

と
く
ま
た
こ
1
ろ
山
家
 
 

た
イ
 
 

か
く
ば
か
り
つ
ぼ
む
と
花
を
思
ふ
よ
り
そ
よ
ぎ
し
風
の
も
の
に
な
る
覧
 
 
〓
二
六
番
）
 
 
 

『
山
家
集
』
の
詞
書
は
「
花
」
、
『
夫
木
抄
』
の
詞
書
は
 
「
家
集
、
花
歌
中
」
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
題
詠
の
扱
い
で
あ
る
。
『
月
詣
 
 

集
』
と
同
一
と
言
え
る
。
 
 
 

歌
に
は
、
ニ
ケ
所
、
問
題
が
あ
る
。
一
つ
は
、
統
裁
従
本
『
月
詣
集
』
が
 
「
た
ィ
」
と
異
文
注
記
し
て
い
る
初
旬
で
あ
る
。
『
月
 
 

ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

詣
集
』
管
見
諸
本
は
、
全
て
、
「
か
く
ば
か
り
」
で
あ
る
。
一
方
、
西
行
家
集
は
、
殆
ん
ど
の
集
の
殆
ん
ど
の
伝
本
が
「
か
た
ば
か
 
 

ヽ
ヽ
 
 

り
」
と
ナ
る
。
『
上
人
集
』
の
伝
甘
露
寺
伊
長
筆
本
 
（
『
西
行
全
集
』
所
収
）
 
の
み
が
 
「
か
く
計
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
 
 

が
「
か
く
ば
か
り
」
と
す
る
の
は
、
『
上
人
集
』
伝
写
の
間
で
の
本
文
変
化
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
影
響
を
受
け
た
の
 
 

か
、
影
響
を
与
ゝ
ス
た
の
か
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
判
然
と
し
な
い
に
せ
よ
。
 
 
 

い
ま
一
つ
は
、
続
類
従
本
と
文
化
五
年
刊
標
証
本
の
『
月
詣
集
』
が
異
文
注
記
す
る
、
第
四
・
五
句
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
そ
よ
ぎ
 
 

し
風
の
」
と
す
る
の
は
『
月
詣
集
』
の
み
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
く
。
『
山
家
集
』
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
が
「
そ
ゝ
ま
た
こ
～
 
 

ろ
」
、
筑
波
大
蔵
本
や
架
蔵
版
本
∴
松
屋
本
が
「
空
ま
た
こ
～
ろ
」
、
『
上
人
集
』
は
、
管
見
諸
本
全
て
が
「
空
ま
た
風
の
」
、
『
夫
木
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
 

2
5
）
 
 

捗
』
は
「
そ
く
又
心
」
で
あ
る
。
渡
辺
保
氏
が
「
誤
写
が
あ
る
か
。
意
不
明
」
 
「
い
ろ
い
ろ
と
本
に
よ
り
異
同
の
多
い
語
句
」
と
言
 
 

わ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
は
、
「
風
の
」
の
語
が
あ
る
こ
と
か
ら
ナ
る
と
、
『
上
人
集
』
の
系
譜
に
立
つ
本
文
を
採
っ
 
1
9
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た
と
見
て
よ
い
。
そ
の
『
上
人
集
』
の
李
花
亭
文
庫
蔵
本
は
、
第
五
句
を
「
な
く
ら
ん
」
と
し
、
右
に
「
る
」
と
朱
書
ナ
る
。
こ
う
 
 

な
る
と
、
初
句
を
「
か
く
ば
か
り
」
と
す
る
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
伝
甘
露
寺
伊
長
峯
本
の
本
文
の
系
譜
が
、
注
目
さ
れ
る
。
い
ず
れ
 
 

に
せ
よ
、
こ
の
歌
の
場
合
、
『
山
家
集
』
は
『
月
詣
集
』
の
本
文
に
関
わ
ら
な
い
と
見
て
よ
い
。
 
 

白
河
の
花
を
み
て
よ
め
る
 
 

ヽ  
（
一
三
八
番
）
 
 
 

花
に
そ
む
心
の
い
か
で
の
こ
り
け
ん
す
て
は
て
ゝ
き
と
お
も
ふ
我
身
に
 
 

こ
の
歌
、
『
別
本
』
は
料
紙
に
欠
損
が
あ
り
、
判
読
不
明
の
箇
所
が
あ
る
が
、
他
の
西
行
家
集
に
は
、
集
単
位
で
の
異
文
は
な
 
 

い
。
伝
本
単
位
で
、
小
異
が
目
立
つ
。
例
え
ば
、
筑
波
大
本
『
山
家
集
』
は
第
五
句
を
「
我
が
身
を
」
、
『
上
人
集
』
伝
甘
粛
寺
伊
長
 
 
 

筆
本
は
第
四
句
を
「
す
て
は
て
か
き
と
」
－
『
心
中
集
』
内
閣
文
庫
本
は
「
我
が
身
ほ
」
と
し
て
右
に
「
に
穀
」
と
注
記
、
『
御
集
権
 
ヽ
 
 

和
歌
集
』
は
第
三
句
を
「
ノ
コ
リ
ケ
レ
」
と
す
る
、
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
『
御
裳
濯
河
取
合
』
も
、
『
山
家
集
』
 
『
心
中
集
』
『
上
 
 

人
集
』
も
、
『
月
詣
集
』
と
同
文
な
の
で
あ
る
。
 
 
 

問
題
は
詞
書
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
は
「
白
河
の
花
を
み
て
よ
め
る
」
と
、
実
詠
歌
と
す
る
が
、
『
拍
承
三
十
六
人
歌
合
』
が
 
 

「
出
家
の
後
、
花
見
あ
り
き
て
よ
め
る
」
と
巽
誅
の
扱
い
を
す
る
以
外
は
．
「
花
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
」
と
す
る
『
山
家
嶺
』
 
 

と
『
別
本
』
、
「
花
」
と
す
る
『
上
人
集
』
と
『
心
中
集
』
、
「
花
の
う
た
あ
ま
た
よ
み
侍
り
け
る
時
」
と
す
る
『
千
載
集
』
と
い
っ
た
 
 

具
合
に
、
全
て
、
題
詠
と
し
て
収
め
る
の
で
あ
る
。
家
集
等
で
は
題
詠
と
す
る
歌
が
、
『
月
詣
集
』
で
は
何
故
に
実
詠
と
さ
れ
る
の
 
 

か
、
判
ら
な
い
。
生
存
中
の
集
で
あ
る
こ
の
集
と
『
拍
承
三
十
六
人
歌
合
』
と
だ
け
が
実
詠
と
す
る
の
は
、
も
と
も
と
が
実
詠
だ
か
 
 

ら
か
も
知
れ
な
い
。
但
し
、
『
月
詣
集
』
の
花
の
歌
題
の
歌
（
八
九
～
山
四
二
番
）
 
五
十
四
首
を
見
る
と
、
こ
の
歌
と
、
た
ま
た
ま
 
 

同
文
の
詞
書
だ
が
「
白
河
の
花
を
見
て
よ
め
る
」
と
い
う
道
国
法
師
歌
（
一
二
九
番
）
と
、
一
四
二
番
の
忠
度
歌
（
前
節
参
照
）
 
の
 
 

三
首
の
み
が
実
詠
で
、
他
は
全
て
題
詠
歌
で
あ
る
。
撰
者
の
重
保
等
に
は
何
か
考
え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
稿
者
に
は
判
ら
な
 
 

い
。
こ
の
歌
は
、
西
行
の
ど
の
家
集
と
も
同
じ
歌
形
の
歌
を
、
題
詠
か
ら
実
詠
に
置
き
換
え
て
、
『
月
詣
集
』
に
撰
ん
だ
と
見
て
お
 
 

く
Q
 
 

と
ほ
く
修
行
に
い
で
け
る
に
、
人
々
わ
か
れ
の
こ
～
 
 

20   



『月詣和歌集』所載西行歌本文小者  206  

ろ
を
よ
み
侍
け
る
に
 
 
 

程
ふ
れ
ば
同
じ
都
の
う
ち
だ
に
も
お
ぼ
つ
か
な
き
は
と
は
ま
ほ
し
き
を
 
 
 

（
一
五
四
番
）
 
 
 

ま
ず
詞
書
を
見
る
と
、
『
上
人
集
』
は
「
旅
の
こ
～
ろ
を
」
、
『
別
本
』
は
「
旅
」
と
ナ
る
だ
け
だ
が
、
『
山
家
集
』
は
、
「
と
を
 
 

く
修
行
に
思
た
ち
侍
け
る
に
、
出
行
 
（
「
遠
行
」
版
本
・
「
ナ
行
」
筑
波
本
）
 
の
別
と
云
事
を
、
人
′
－
1
ま
で
き
て
よ
み
侍
し
に
」
 
 

と
、
『
月
詣
集
』
に
近
い
。
『
千
載
集
』
の
「
遠
行
別
と
い
ふ
こ
と
を
」
も
、
「
連
行
別
」
と
い
う
歌
題
の
点
か
ら
は
、
『
月
詣
集
』
 
 

や
『
山
家
集
』
と
同
じ
で
あ
る
。
 
 
 

歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
ま
ず
、
『
月
詣
集
』
で
も
、
練
塀
従
本
と
文
化
五
年
版
本
は
引
用
と
同
文
だ
が
、
三
幸
文
庫
本
と
彰
考
館
 
 

ヽ
ヽ
 
 

本
は
第
三
旬
が
 
「
か
た
だ
に
も
」
と
あ
る
。
西
行
家
集
全
て
が
「
う
ち
」
で
あ
る
か
ら
 
（
『
上
人
集
』
伝
甘
露
寺
伊
長
筆
本
と
『
別
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

本
』
は
「
う
ち
に
だ
に
」
と
す
る
が
）
、
問
題
は
な
か
ろ
う
。
 
 
 

次
に
、
第
四
句
の
「
お
ぼ
つ
か
な
き
は
」
が
、
『
山
家
集
』
も
『
上
人
集
』
も
『
官
河
歌
合
』
も
『
続
後
撰
集
』
も
、
「
お
ぼ
つ
 
 

か
な
さ
は
」
と
あ
る
。
『
別
本
』
の
み
が
『
月
詣
集
』
と
同
じ
「
お
ぼ
つ
か
な
き
は
」
と
す
る
。
但
し
、
さ
き
に
見
た
と
お
り
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

『
別
本
』
は
第
三
句
を
「
う
ち
に
だ
に
」
と
す
る
わ
け
で
、
こ
の
本
と
『
月
詣
集
』
の
関
係
は
密
で
は
な
い
。
し
か
し
、
西
行
家
集
 
 

を
「
と
は
ま
し
物
を
」
と
す
る
『
上
人
集
』
東
大
国
文
研
究
室
蔵
本
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
独
自
異
文
で
、
『
月
詣
集
』
と
は
無
関
係
 
 

ヽ
 
の
中
に
唯
一
と
は
い
え
「
お
ぼ
つ
か
な
き
は
」
と
ナ
る
伝
本
が
存
在
す
る
と
い
う
事
実
は
、
看
過
で
き
ま
い
。
い
ま
一
つ
、
第
五
旬
 
 
 

ヽ
 
 

ヽ
 
 

で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
は
、
詞
書
は
『
山
家
集
』
と
『
月
詣
集
』
が
近
く
、
歌
は
、
い
づ
れ
か
の
段
階
で
の
誤
写
が
原
因
だ
ろ
う
が
、
『
月
詣
 
 
 

集
』
に
「
お
ぼ
つ
か
な
き
は
」
と
変
化
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
 
 

（
落
花
を
よ
め
る
）
 
 

は
、
先
に
も
示
し
た
と
お
り
、
『
月
詣
集
』
の
み
に
見
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。
別
人
詠
か
と
疑
っ
て
か
か
る
必
要
も
あ
ろ
う
し
、
博
く
 
 

資
料
を
さ
ぐ
る
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
『
月
詣
集
』
の
撰
者
重
保
は
、
西
行
歌
を
撰
ぶ
に
あ
た
り
、
私
ど
も
が
現
在
 
2
1
 
 
 

有
と
て
も
い
で
や
さ
こ
そ
は
あ
ら
め
と
て
花
ぞ
う
き
世
を
恩
ひ
知
け
る
 
 

〓
八
九
番
）
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日
に
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
資
料
に
依
っ
た
、
と
考
え
て
お
く
ほ
か
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
 
 

（
月
前
旅
宿
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を
よ
め
る
〕
 
 

わ
た
の
原
は
る
か
に
波
を
へ
だ
て
き
て
都
に
い
で
し
月
を
み
る
か
な
 
 
 

（
二
七
〇
番
）
 
 
 

西
行
の
家
集
の
中
で
、
こ
の
歌
を
載
せ
る
の
は
、
『
山
家
集
』
の
み
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
詞
書
は
「
た
び
の
歌
よ
み
け
る
 
 

に
」
で
、
『
月
詣
集
』
程
の
具
体
性
の
あ
る
題
で
は
な
い
。
『
千
載
集
』
も
こ
の
歌
を
撰
ん
で
い
る
が
、
詞
書
は
「
世
を
そ
む
き
て
 
 

の
ち
、
修
行
し
侍
り
け
る
に
、
海
路
に
月
を
み
て
よ
め
る
」
と
す
る
。
こ
ち
ら
は
『
月
詣
集
』
に
重
な
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
題
詠
 
 

と
実
詠
と
い
う
、
全
く
異
な
っ
た
扱
い
で
あ
る
。
な
お
、
『
上
人
集
』
李
花
亭
本
の
「
追
加
」
と
『
別
本
』
の
 
「
追
加
」
は
、
『
千
 
 

載
集
』
入
集
歌
の
拾
遺
で
あ
り
、
詞
書
も
、
当
然
『
千
載
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
こ
う
見
て
く
る
と
、
こ
の
歌
も
、
現
存
し
な
い
資
 
 

料
か
ら
『
月
詣
集
』
に
撰
ば
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

歌
の
本
文
に
は
、
大
き
な
異
文
は
な
い
。
『
山
家
集
』
の
筑
波
大
学
本
が
初
句
を
「
わ
た
の
う
ら
」
と
す
る
が
、
全
く
の
誤
写
。
 
 

ヽ
ヽ
 
 

陽
明
文
庫
蔵
本
が
第
五
句
を
「
月
を
み
る
か
は
」
と
し
、
こ
の
本
を
底
本
と
ナ
る
諸
注
が
「
か
は
」
を
「
反
語
で
は
な
い
」
と
断
っ
 
 

て
い
る
。
歌
意
か
ら
、
反
語
で
あ
っ
て
は
解
釈
が
成
立
し
な
い
の
は
事
実
だ
が
、
「
反
語
で
は
な
い
」
と
断
る
よ
り
も
、
こ
こ
は
、
 
 

陽
明
文
唐
本
の
誤
り
で
、
他
本
の
 
「
か
な
」
に
依
っ
て
訂
正
し
て
校
訂
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
え
る
。
 
 

百
首
の
歌
の
中
に
恋
の
こ
～
ろ
を
よ
め
る
 
ゆ
た
か
で
イ
 
 

た
の
め
ぬ
に
君
く
や
と
待
宵
の
ま
の
ふ
け
′
1
て
た
ゞ
明
な
ま
し
か
ば
 
 
 
二
二
九
九
番
）
 
 
 

彰
老
館
本
は
、
こ
の
歌
の
詠
者
を
「
円
 
法
師
」
と
「
位
」
を
空
白
に
す
る
。
注
目
さ
れ
て
よ
い
空
白
で
あ
る
。
 
 
 

こ
の
歌
が
、
『
御
裏
擢
河
歌
合
』
に
は
収
め
ら
れ
る
が
、
ど
の
西
行
家
集
に
も
載
ら
な
い
 
へ
『
上
人
集
』
李
花
亭
本
の
「
追
加
」
 
 

に
は
載
る
が
）
 
こ
と
、
『
新
古
今
集
』
に
は
入
集
し
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二
点
は
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
詞
書
に
「
百
首
の
 
 

（
部
）
 
 

歌
」
の
中
に
詠
ん
だ
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
西
行
に
は
、
種
々
問
題
の
あ
る
「
恋
百
十
首
」
と
、
花
十
首
か
ら
雑
十
首
に
至
る
「
百
 
 

（
2
7
）
 
 

首
」
が
あ
り
、
共
に
『
山
家
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
歌
は
、
そ
の
百
首
の
中
の
歌
で
は
な
い
。
窪
田
章
一
郎
氏
が
、
こ
 
 

の
歌
は
、
『
新
古
今
集
』
巻
十
八
 
二
八
四
四
番
）
 
の
西
行
歌
の
、
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寂
董
、
人
人
す
す
め
て
首
首
歌
よ
ま
せ
侍
り
け
る
に
、
い
な
び
侍
り
て
、
熊
野
に
ま
う
で
け
る
道
に
て
、
夢
に
、
な
に
ご
と
も
 
 

お
と
ろ
へ
ゆ
け
ど
、
こ
の
み
ち
こ
そ
世
の
す
ゑ
に
か
は
ら
ぬ
も
の
は
あ
れ
、
な
ほ
こ
の
歌
よ
む
べ
き
よ
し
、
別
当
湛
快
三
位
俊
 
 

成
に
申
す
と
み
侍
り
て
、
お
ど
ろ
き
な
が
ら
、
こ
の
歌
を
い
そ
ぎ
よ
み
い
だ
し
て
つ
か
は
し
け
る
お
く
に
、
か
き
つ
け
侍
り
け
 
 

る
。
 
 

と
い
う
詞
書
か
ら
知
ら
れ
る
、
「
寂
蓮
勧
進
の
百
首
の
も
の
で
な
か
っ
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。
…
…
こ
の
現
存
し
な
い
百
首
が
、
 
 

加
茂
重
保
の
手
に
よ
っ
て
『
月
詣
和
歌
集
』
に
採
ら
れ
た
こ
と
は
、
時
代
的
に
み
て
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。
西
行
に
 
 

は
、
現
存
は
し
な
い
が
、
『
御
裳
濯
和
歌
集
』
一
九
三
九
番
と
二
〇
二
九
番
の
詞
書
か
ら
窺
え
る
も
の
、
『
斬
首
今
集
』
巻
十
七
 
 

二
大
八
〇
番
）
 
の
 
「
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
」
 
の
詞
書
か
ら
窺
え
る
も
の
 
（
但
し
、
『
上
人
集
』
で
は
こ
の
歌
を
「
ふ
る
さ
と
 
 

の
こ
～
ろ
を
」
と
し
て
百
首
歌
と
は
し
な
い
。
四
三
九
番
）
が
あ
り
、
窪
田
氏
の
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
西
行
も
百
首
歌
の
形
式
を
 
 

「
意
欲
的
に
試
み
た
」
で
あ
ろ
う
と
は
思
わ
れ
る
。
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
『
月
詣
集
』
に
「
百
首
の
歌
の
中
に
」
と
し
て
載
 
 

る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
「
序
」
に
あ
る
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
寿
永
百
首
家
集
と
し
て
の
西
行
家
集
が
編
ま
れ
た
可
能
性
を
、
現
在
 
 

の
と
こ
ろ
は
、
立
証
す
る
資
料
も
な
い
が
、
否
定
で
き
る
資
料
条
件
で
も
な
い
。
こ
の
「
百
首
の
歌
」
が
、
さ
き
の
一
八
九
番
や
二
 
 

七
〇
番
や
こ
の
t
ニ
九
九
番
の
歌
が
『
月
詣
集
』
に
撰
ば
れ
た
資
料
な
の
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

歌
の
本
文
を
見
る
と
、
『
御
裳
濯
河
統
合
』
も
『
新
古
今
集
』
も
、
こ
れ
を
拾
遺
し
た
『
上
人
集
』
李
花
亭
文
庫
本
の
 
「
追
加
」
 
 

も
、
第
四
旬
「
ふ
け
く
て
」
が
「
ふ
け
ゆ
か
で
」
と
あ
る
。
宵
が
だ
ん
だ
ん
更
け
て
行
き
、
と
い
う
本
文
よ
り
、
こ
の
ま
ま
宵
が
 
 

更
け
て
行
か
な
い
で
、
と
す
る
本
文
の
方
が
、
女
性
の
立
場
で
詠
ん
だ
こ
の
歌
と
し
て
は
妥
当
で
、
『
月
詣
集
』
も
、
続
類
従
本
や
 
 

文
化
五
年
本
は
、
そ
れ
を
是
と
し
て
「
ゆ
か
で
ィ
」
と
注
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
歌
は
、
詞
書
の
点
で
も
取
の
異
文
の
点
で
 
 

も
、
現
存
西
行
家
集
と
の
結
び
つ
き
は
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
彰
考
館
本
の
詠
署
名
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 

題
し
ら
ず
 
 

う
き
世
に
は
と
ど
め
お
か
じ
と
春
風
の
散
ら
す
は
花
を
～
し
む
也
け
り
 
 
 

（
七
〇
三
番
）
 
 
 

『
月
詣
集
』
の
巻
七
雑
上
は
、
雑
春
と
雑
夏
と
言
え
る
。
こ
の
七
〇
三
番
は
、
そ
の
雑
春
の
六
九
三
番
か
ら
七
〇
五
番
に
至
る
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「
花
」
の
歌
群
の
一
首
で
、
そ
の
歌
群
の
末
尾
に
配
さ
れ
て
い
る
。
何
故
に
「
麿
し
ら
ず
」
と
さ
れ
た
か
判
ら
な
い
が
 
（
こ
の
七
〇
 
 

ヽ
 

三
番
か
ら
七
〇
五
番
ま
で
を
「
題
し
ら
ず
」
と
い
う
詞
書
で
括
る
の
は
よ
い
と
し
て
も
、
続
く
七
〇
六
番
に
改
め
て
「
摩
し
ら
ず
」
 
 

と
い
う
詞
書
が
置
か
れ
る
の
は
不
審
で
、
こ
の
あ
た
り
、
本
文
に
乱
れ
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
）
、
『
拍
革
l
一
十
六
人
歌
合
』
が
「
落
 
 

花
」
、
『
山
家
集
』
が
「
落
花
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
」
と
「
落
花
」
の
歌
と
し
、
『
心
中
集
』
は
「
花
」
、
『
別
本
』
は
「
花
の
歌
 
 

あ
ま
た
の
中
に
」
と
「
花
」
の
歌
と
す
る
。
『
上
人
集
』
は
詞
書
を
欠
く
（
六
八
番
以
降
〓
二
番
ま
で
「
那
智
に
籠
た
り
し
時
、
 
 

花
の
さ
か
り
に
出
け
る
人
に
つ
け
て
遺
し
け
る
」
の
詞
書
は
あ
る
が
）
が
、
強
い
て
言
う
と
、
直
前
の
三
七
番
か
ら
続
く
「
花
」
の
 
 

ヽ
 

詞
書
の
ま
ま
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
因
み
に
、
『
玄
玉
集
』
が
「
花
歌
と
て
」
、
『
玉
葉
集
』
が
「
花
を
」
、
『
夫
木
抄
』
が
巻
四
の
 
 

「
花
」
の
内
に
、
そ
れ
ぞ
れ
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
御
裳
濯
和
歌
集
』
は
「
商
不
知
」
と
し
て
収
め
て
い
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

歌
に
は
異
文
が
殆
ん
ど
無
い
。
『
上
人
集
』
の
伝
甘
露
寺
伊
長
筆
本
が
第
二
句
を
「
ち
ら
す
や
花
を
お
も
ふ
な
る
ら
ん
」
と
す
る
 
 

程
度
。
『
山
家
集
』
諸
本
、
『
心
中
集
』
諸
本
、
『
上
人
集
』
諸
本
、
『
別
木
』
、
全
て
、
『
月
詣
集
』
と
同
文
で
あ
る
。
こ
の
歌
 
 

も
、
詞
書
は
「
題
し
ら
ず
」
と
改
め
た
が
、
『
月
詣
集
』
は
西
行
家
集
と
同
じ
歌
形
の
本
文
の
ま
ま
収
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
 

世
を
の
が
れ
て
の
ち
、
白
川
の
花
を
見
て
よ
め
る
 
 

ち
る
を
見
て
か
へ
る
心
や
桜
ば
な
む
か
し
に
か
は
る
し
る
し
な
る
ら
ん
 
 
 

（
七
一
三
番
）
 
 

（
畑
）
 
 
 

こ
の
歌
に
つ
い
て
は
、
最
近
、
西
沢
美
仁
氏
に
詳
し
い
御
論
が
あ
る
。
そ
こ
で
も
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
歌
の
場
合
も
、
歌
 
 

ヽ
ヽ
 
 

の
異
文
は
ご
く
少
な
く
、
『
上
人
集
』
の
東
大
国
文
研
究
室
蔵
本
が
第
四
句
を
「
む
か
し
に
帰
る
」
と
し
、
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

が
第
五
旬
を
「
こ
～
ろ
な
る
ら
ん
」
と
ナ
る
程
度
だ
が
、
詞
書
が
、
諸
家
集
に
よ
っ
て
微
妙
に
違
う
の
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

∧
山
家
集
V
世
を
の
が
れ
て
東
山
に
侍
け
る
 
（
「
侍
る
」
版
本
）
 
こ
ろ
、
白
川
の
花
ざ
か
り
に
、
人
さ
そ
ひ
け
れ
ば
、
ま
か
り
て
 
 

か
へ
り
て
、
む
か
し
思
出
て
、
（
陽
明
文
鹿
本
）
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

∧
上
人
集
V
白
川
の
花
の
さ
か
り
に
、
人
の
い
ざ
な
ひ
侍
し
か
ば
、
見
に
ま
か
り
て
か
へ
り
 
（
「
侍
」
内
閣
Ⅱ
本
）
 
し
に
、
（
李
 
 
 

花
亭
文
庫
本
）
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

∧
心
中
集
V
し
ら
か
は
の
は
な
の
さ
か
り
に
、
人
の
 
（
「
に
」
内
閣
本
）
 
い
ざ
な
ひ
は
べ
り
 
（
ナ
シ
・
内
閣
本
）
 
し
か
ば
、
み
に
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ま
か
り
て
か
へ
り
し
に
、
（
官
本
本
等
）
 
 
 

∧
心
中
集
■
妙
法
院
本
V
よ
を
の
が
れ
て
ひ
む
が
し
や
ま
に
す
み
侍
し
こ
ろ
、
し
ら
か
は
の
は
な
ざ
か
り
に
人
さ
そ
ひ
し
か
ば
、
 
 

ま
か
り
て
か
へ
る
と
て
、
 
 
 

∧
別
 
本
V
世
を
の
が
れ
て
ひ
が
し
山
に
住
け
る
比
、
白
河
の
花
盛
に
人
を
さ
そ
ひ
け
れ
ば
、
ま
か
り
て
帰
る
に
、
む
か
し
を
お
 
 

も
ひ
出
て
、
 
 
 

八
千
載
集
∨
世
を
の
が
れ
て
の
ち
、
し
ら
川
の
花
を
み
て
よ
め
る
、
 
 
 

『
千
載
集
』
の
詞
書
が
『
月
詣
集
』
と
全
く
同
文
で
あ
る
の
は
興
味
深
い
。
因
み
に
、
『
千
載
集
』
で
は
、
直
後
の
一
〇
六
六
番
 
 

西
行
歌
も
『
月
詣
集
』
所
載
歌
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
の
詞
書
の
「
世
を
の
が
れ
て
の
ち
」
に
相
当
ナ
る
語
句
が
、
『
上
人
集
』
と
 
 

妙
法
院
本
を
除
く
『
心
中
集
』
に
は
見
ら
れ
な
い
事
実
は
、
注
目
さ
れ
る
。
他
の
家
集
は
、
全
て
ー
『
月
詣
集
』
と
ほ
ぼ
同
じ
詞
書
 
 

な
の
だ
か
ら
。
尤
も
、
『
月
詣
集
』
に
は
無
い
、
白
川
か
ら
帰
っ
て
後
に
詠
ん
だ
、
と
い
う
語
句
は
、
全
て
の
家
集
に
載
る
の
だ
 
 

が
。
詞
書
か
ら
見
る
と
、
こ
の
『
月
詣
集
』
の
歌
は
、
『
山
家
集
』
・
妙
法
院
本
『
心
中
集
』
・
『
別
本
』
の
系
譜
に
立
ち
、
そ
の
 
 

本
文
の
流
れ
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
 
 

藤
原
為
業
が
と
き
は
に
堂
供
養
し
侍
け
る
に
、
さ
ま
 
 

か
へ
る
し
た
し
き
人
あ
ま
た
ま
で
き
あ
へ
り
と
き
～
 
 

て
、
つ
か
は
し
け
る
、
 
 

西
行
の
贈
歌
の
詞
書
を
他
の
家
集
等
で
見
る
と
、
 
 

∧
山
家
集
V
た
め
な
ク
、
と
き
は
に
だ
う
供
養
し
け
る
 
（
「
に
」
他
本
）
、
よ
を
の
が
れ
て
山
寺
に
す
み
侍
け
る
し
た
し
き
人
ノ
＼
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ま
う
で
き
た
る
 
（
「
き
た
り
」
他
本
）
 
と
き
ゝ
て
、
い
ひ
つ
か
は
し
け
る
、
 
 

い
に
し
へ
に
変
ら
ぬ
君
が
姿
こ
そ
け
ふ
は
と
き
は
の
か
た
み
な
る
ら
め
 
 

返
し
 
 

藤
原
為
業
 
 

色
か
へ
で
独
残
れ
る
と
き
は
木
は
い
つ
を
ま
つ
と
か
人
の
見
る
ら
ん
 
 

（
八
一
九
番
）
 
 

（
八
一
八
番
）
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ヽ
ヽ
 
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

八
上
人
集
∨
前
伊
賀
守
為
業
、
と
き
は
に
堂
供
養
し
け
る
に
、
し
た
し
き
人
々
 
（
「
人
」
内
閣
Ⅰ
本
）
 
ま
う
で
く
る
 
（
「
き
た
る
」
 
 

他
本
）
 
と
聞
て
、
云
 
（
「
か
き
」
内
閣
Ⅰ
本
）
達
し
け
る
、
 
 
 

∧
心
中
集
・
妙
法
院
本
∨
た
め
な
り
、
と
き
は
に
だ
う
く
や
う
し
侍
し
に
、
世
を
の
が
れ
て
山
で
ら
に
す
み
侍
し
た
し
き
ひ
と
 
 

モ
ま
う
で
き
た
り
と
き
～
て
、
い
ひ
を
く
れ
る
、
 
 

で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
の
詞
書
に
あ
る
「
さ
ま
か
へ
た
る
」
に
相
当
す
る
語
句
が
、
『
上
人
集
』
だ
け
に
は
無
い
。
こ
れ
は
、
『
山
家
 
 

集
』
と
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
の
近
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は
別
と
し
て
、
『
月
詣
集
』
の
本
文
が
こ
の
二
つ
 
 

の
集
と
接
近
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
示
す
点
で
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

歌
の
方
も
、
『
山
家
集
』
の
多
く
の
伝
本
と
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
と
は
『
月
詣
集
』
と
全
く
同
文
だ
が
、
『
山
家
集
』
で
は
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

陽
明
文
庫
本
に
、
第
五
句
を
「
か
た
み
な
り
け
れ
」
と
す
る
異
文
が
あ
る
。
そ
し
て
、
『
上
人
集
』
は
、
全
て
の
本
が
「
な
り
け
れ
」
 
 

と
ナ
る
。
要
す
る
に
、
歌
の
本
文
は
、
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
と
、
陽
明
文
鹿
本
以
外
の
『
山
家
集
』
の
本
文
と
が
『
月
詣
集
』
に
 
 

近
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

こ
れ
は
1
 
為
業
の
返
歌
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
に
は
全
く
異
文
は
な
い
が
、
『
山
家
集
』
の
中
に
は
、
 
 

ヽ
 
第
五
旬
を
「
人
は
見
る
ら
ん
」
と
す
る
本
 
〔
陽
明
文
庫
本
・
筑
波
大
学
本
等
）
 
が
あ
る
の
で
あ
る
ゥ
尤
も
、
多
く
の
本
は
『
月
詣
 
ヽ
 
集
』
と
同
文
で
あ
る
が
。
ま
た
、
『
上
人
集
』
も
、
返
歌
の
本
文
は
『
月
詣
集
』
と
合
致
し
て
い
る
。
内
閣
文
庫
蔵
Ⅰ
本
が
「
色
そ
 
ヽ
 
 

へ
て
」
と
し
、
同
蔵
Ⅱ
本
が
「
と
き
は
ぎ
は
」
の
助
詞
「
は
」
を
「
の
」
と
訂
正
す
る
が
。
 
 
 

為
業
と
の
贈
答
歌
か
ら
、
『
月
詣
集
』
と
『
山
家
集
』
お
よ
び
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
の
本
文
の
近
さ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
特
 
 

に
、
後
者
の
近
さ
は
注
目
さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
 
 

『
月
詣
集
』
が
こ
の
歌
の
詞
書
を
欠
く
の
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
こ
の
歌
か
ら
八
八
五
番
ま
で
の
欠
脱
を
「
井
辻
尚
監
の
校
本
を
 
 

も
っ
て
補
ふ
」
処
理
が
さ
れ
で
お
り
、
そ
の
際
、
何
等
か
の
原
因
で
、
詞
書
は
禰
な
わ
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
見
え
る
。
諸
家
集
の
 
 
 

〔
詞
書
欠
〕
 
 

花
ち
ら
ず
月
は
く
も
ら
ぬ
世
な
り
せ
ば
物
を
お
も
は
ぬ
我
身
な
ら
ま
し
 
 

ハ
八
三
〇
番
）
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詞
書
を
見
る
と
、
こ
の
歌
を
寿
都
に
収
め
る
『
山
家
集
』
は
「
花
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
」
と
い
う
詞
書
中
の
歌
だ
が
、
推
部
に
 
 

収
め
る
集
は
、
『
上
人
集
』
が
「
述
懐
の
心
を
」
、
『
別
本
』
が
「
述
懐
の
歌
あ
ま
た
よ
み
け
る
に
」
と
、
述
懐
歌
と
す
る
。
『
心
中
 
 

集
』
は
「
雉
上
」
に
収
め
、
『
風
雅
集
』
は
巻
十
七
雑
下
に
「
超
し
ら
ず
」
と
し
て
収
め
る
が
、
述
懐
歌
の
扱
い
で
あ
る
。
『
月
詣
 
 

集
』
第
九
雑
下
の
こ
の
八
三
〇
番
以
下
は
、
八
五
九
番
ま
で
述
懐
歌
で
あ
り
、
述
懐
歌
と
す
る
意
味
の
詞
書
が
欠
け
た
も
の
と
み
て
 
 

よ
い
。
 
 

歌
の
本
文
を
見
る
と
、
管
見
の
『
月
詣
集
』
は
全
て
「
花
ち
ら
ず
」
と
ナ
る
が
、
『
山
家
集
』
 
『
上
人
集
』
 
『
別
本
』
 
『
風
雅
集
』
 
 

の
全
て
が
「
花
ち
ら
で
」
と
す
る
 
（
『
上
人
集
』
伝
甘
露
寺
伊
長
筆
本
は
「
花
は
ち
ら
で
」
と
あ
る
）
。
『
月
詣
集
』
は
、
述
懐
の
扱
 
 

い
を
す
る
西
行
歌
の
資
料
か
ら
歌
形
を
変
え
て
現
ん
だ
の
で
あ
る
。
 
 

遇
友
懐
旧
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
 
 

ヽ 

文
庫
本
等
）
 
と
「
遇
友
恋
昔
と
い
ふ
こ
～
ろ
を
」
 
〔
伝
甘
露
寺
伊
長
峯
本
等
）
 
と
の
二
様
、
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
が
「
と
も
に
あ
 
 

ひ
む
か
し
を
こ
ふ
と
い
ふ
こ
と
を
」
、
『
別
本
』
が
「
連
友
恋
昔
L
で
、
歌
題
の
点
で
は
殆
ん
ど
同
一
で
あ
り
、
し
か
も
、
『
月
詣
 
 

集
』
の
詞
書
と
も
同
意
と
見
て
よ
い
。
 
 

歌
で
は
、
『
月
詣
集
』
は
諸
本
全
て
第
二
句
を
「
昔
が
た
り
に
」
と
す
る
が
 
（
「
に
」
 
の
右
に
「
は
」
と
注
記
す
る
伝
本
が
多
い
 
 

が
）
、
『
山
家
集
』
も
『
上
人
集
』
も
『
別
本
』
も
妙
法
院
本
『
心
中
集
』
も
、
全
て
「
昔
が
た
り
は
」
と
す
る
。
『
月
詣
集
』
は
、
 
 

西
行
家
集
と
は
違
っ
た
歌
形
の
歌
を
挟
ん
だ
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
上
人
集
』
の
東
大
国
文
研
究
室
蔵
本
は
「
あ
や
し
き
ま
で
は
 
 

l
▼
ヽ
 
 

袖
し
ほ
れ
け
り
」
と
し
て
 
「
り
」
を
「
る
」
と
見
せ
消
ち
訂
正
し
、
『
別
本
』
は
第
一
旬
・
第
三
句
を
「
今
よ
り
の
」
 
「
心
せ
よ
」
 
 

と
す
る
。
こ
れ
ら
は
『
月
詣
集
』
に
は
連
ら
な
い
歌
形
で
あ
る
と
言
え
る
。
 
 

〔
無
常
の
心
を
）
 
 

か
た
′
ド
1
に
哀
な
る
べ
き
此
世
か
な
在
を
思
ふ
も
な
き
を
忍
ぶ
も
 
 
 

（
八
八
一
番
）
 
 

ヽ   

今
よ
り
は
昔
が
た
り
に
心
せ
ん
あ
や
し
き
ま
で
に
袖
し
ほ
れ
け
り
 
 

西
行
諸
家
集
の
詞
書
は
、
『
山
家
集
』
が
「
連
友
恋
昔
と
云
事
を
」
、
 
 
（
八
六
〇
番
）
 
 

『
上
人
集
』
が
「
遇
友
忍
昔
と
い
ふ
こ
～
ろ
を
」
 
（
李
花
亭
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こ
の
歌
は
、
『
山
家
集
』
と
『
心
中
集
』
に
は
載
ら
な
い
。
他
の
集
を
見
る
と
、
『
上
人
集
』
は
「
無
常
の
心
を
」
と
『
月
詣
集
』
 
 

と
同
じ
詞
書
で
載
せ
、
『
別
本
』
は
「
無
常
の
故
に
」
と
し
て
載
せ
る
。
『
緯
古
今
集
』
は
「
だ
い
し
ら
ず
」
と
す
る
が
、
巻
十
六
 
 

「
哀
傷
歌
」
 
の
最
末
尾
に
配
さ
れ
て
お
り
、
扱
い
が
『
月
謂
集
』
撃
と
は
違
う
の
で
あ
る
。
 
 

t
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

『
月
詣
集
』
は
、
全
て
の
本
が
第
二
句
を
「
哀
な
る
べ
き
」
と
す
る
が
、
『
上
人
集
』
諸
本
も
『
別
本
』
も
、
「
は
か
な
か
る
べ
 
 

き
」
と
す
る
。
『
続
古
今
集
』
は
『
月
詣
集
』
と
同
様
「
あ
は
れ
な
る
べ
き
」
だ
が
。
『
月
詣
集
』
諸
本
の
中
で
も
、
『
新
編
国
歌
 
 

ヽ
ヽ
 
 

大
観
』
の
底
本
で
あ
る
静
嘉
堂
文
庫
蔵
続
類
従
本
は
、
第
五
句
を
「
な
き
を
思
ふ
も
」
と
す
る
よ
う
だ
が
、
『
上
人
集
』
の
内
閲
文
 
 

庫
蔵
1
本
も
「
思
ふ
」
と
す
る
。
互
い
に
無
関
係
と
見
る
ペ
き
か
、
ど
こ
か
で
つ
な
が
る
共
通
異
文
な
の
か
、
判
ら
な
い
。
こ
の
歌
 
 

の
場
合
、
『
月
詩
集
』
と
西
行
豪
集
と
は
、
小
異
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
 
 

西
住
法
師
身
ま
か
り
に
け
る
、
を
は
り
よ
か
り
け
る
 
 

と
聞
て
、
同
行
の
円
位
法
師
に
つ
か
は
し
け
る
 
 

寂
然
法
師
 
 

乱
れ
ず
と
を
は
り
き
く
こ
そ
嬉
し
け
れ
さ
て
も
別
は
な
ぐ
さ
ま
ね
ど
も
 
 
 

（
九
六
一
番
〕
 
 

円
位
法
師
 
 

返
し
 
 

（
九
六
二
番
）
 
 

こ
の
世
に
て
又
逢
ま
じ
き
か
な
し
さ
に
す
ゝ
め
し
人
ぞ
こ
～
ろ
乱
れ
し
 
 

こ
の
贈
答
は
、
寂
然
側
の
資
料
に
依
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
寿
奉
自
首
家
集
系
の
『
寂
然
法
師
諾
）
に
は
寂
然
の
賠
歌
 
 

「
乱
れ
ず
と
」
の
み
が
載
り
、
『
唯
心
房
集
』
の
関
戸
家
本
系
に
も
青
陵
部
本
系
に
も
、
こ
の
贈
答
は
見
え
な
い
。
現
在
の
資
料
条
 
 

件
で
は
、
『
月
詣
集
』
が
寂
然
例
の
資
料
に
依
っ
た
と
考
え
な
く
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
勿
論
、
寿
永
百
首
系
『
寂
然
法
師
集
』
も
 
 

参
考
に
は
さ
れ
た
だ
ろ
う
が
ら
 
 
 

西
行
諸
家
集
の
詞
書
は
、
 
 
 

∧
山
家
集
V
同
行
に
侍
け
る
上
人
、
を
は
り
よ
く
思
さ
ま
な
り
と
き
1
て
、
申
を
く
り
け
る
 
 
寂
然
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

八
上
人
集
V
同
行
に
侍
し
上
人
 
（
「
古
人
」
伝
甘
露
寺
伊
長
草
本
・
「
人
」
東
大
国
文
本
）
、
を
は
り
よ
く
て
か
く
れ
ぬ
と
聞
て
、
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

（
「
寂
然
」
伝
甘
露
寺
伊
長
畢
本
・
内
閣
文
庫
蔵
Ⅱ
本
）
、
申
達
し
 
（
「
申
送
り
」
内
閣
文
庫
蔵
Ⅰ
本
）
 
た
り
し
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∧
心
中
集
V
ど
う
行
侍
し
上
人
、
お
は
り
思
さ
ま
な
り
と
き
～
て
 
 
寂
然
 
 
 

八
別
 
本
V
同
行
に
侍
し
上
人
、
お
は
り
よ
く
て
か
く
れ
ぬ
と
き
～
て
、
凝
然
法
師
、
申
を
く
ら
れ
し
に
 
 
寂
然
 
 
 

西
行
家
集
の
全
て
が
「
同
行
」
 
の
上
人
と
す
る
。
こ
れ
を
『
月
詣
集
』
が
「
酉
住
法
師
」
と
名
を
明
記
す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
 
 

『
寂
然
法
師
集
』
が
与
っ
て
い
よ
う
。
そ
し
て
、
西
行
の
方
を
「
同
行
」
と
と
ら
え
な
お
し
、
西
行
側
の
資
料
の
 
「
同
行
」
 
の
語
を
 
 

生
か
し
た
と
見
て
よ
い
。
『
月
詣
集
』
が
ど
ん
な
資
料
に
よ
っ
た
か
、
今
の
と
こ
ろ
判
ら
な
い
。
『
千
載
集
』
が
「
西
住
法
師
み
ま
 
 

か
り
け
る
時
、
を
は
り
正
念
な
り
け
る
よ
し
き
き
て
、
円
位
法
師
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る
 
寂
然
法
師
」
と
す
る
の
は
、
『
月
詣
 
 

集
』
に
よ
る
か
、
似
た
資
料
に
よ
る
か
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
。
 
 
 

二
つ
の
故
に
つ
い
て
諸
家
集
の
本
文
を
見
る
と
、
九
六
一
番
で
は
、
『
上
人
集
』
内
閣
文
庫
蔵
Ⅰ
本
が
初
句
を
「
見
わ
た
す
と
」
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 

と
誤
り
、
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
が
結
句
を
「
な
ぐ
さ
ま
ず
と
も
」
、
『
別
本
』
が
結
局
を
「
か
な
し
け
れ
ど
も
」
と
す
る
。
九
七
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 

二
番
で
は
、
『
上
人
集
』
の
内
聞
文
庫
蔵
Ⅰ
本
が
弟
四
旬
を
「
ナ
さ
め
し
人
ぞ
」
、
同
蔵
Ⅱ
本
が
「
ナ
～
め
し
我
ぞ
」
、
席
五
旬
を
 
 

、
し
ィ
 
 

「
こ
～
ろ
乱
れ
て
」
と
ナ
る
。
こ
う
見
る
と
、
『
山
家
集
』
と
『
月
詣
集
』
と
が
合
致
す
る
わ
け
だ
が
、
『
上
人
集
』
も
、
李
花
亭
 
 

文
庫
本
・
伝
甘
蕗
寺
伊
真
筆
本
・
東
大
国
文
研
究
蔵
本
等
は
『
月
詣
集
』
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
『
千
載
集
』
が
『
月
詣
集
』
と
 
 

同
文
で
あ
る
点
か
ら
、
全
て
の
集
が
直
接
か
間
接
の
本
文
関
係
が
認
め
ら
れ
る
わ
け
で
、
貴
重
で
あ
る
。
 
 

徳
大
寺
の
左
大
臣
隠
れ
さ
せ
給
て
、
そ
の
年
の
中
に
、
 
 

北
の
方
も
う
せ
給
に
け
れ
ば
、
大
炊
御
門
右
大
臣
の
許
 
 

へ
申
送
り
侍
り
け
る
 
 

円
位
法
師
 
 

（
部
）
 
 

て
、
双
方
を
西
行
詠
と
ナ
る
。
こ
の
贈
答
に
つ
い
て
は
、
別
稀
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
折
、
西
行
家
集
と
し
て
は
、
贈
答
が
 
 

」 

か
さ
ね
き
る
疎
の
衣
を
た
よ
り
に
て
心
の
色
を
そ
め
よ
と
ぞ
思
ふ
 
 

返
し
 
 

大
鹿
御
門
右
大
臣
 
 

藤
衣
か
さ
ぬ
る
色
は
深
け
れ
ど
あ
さ
き
心
の
し
ま
ぬ
は
か
な
さ
 
 

『
上
人
集
』
は
大
炊
御
門
右
大
臣
公
能
の
返
歌
を
載
せ
ず
ー
『
別
本
』
 
 （
九
八
三
番
）
 
 

は
二
首
を
別
々
に
収
め
、
後
者
を
「
題
し
ら
ず
と
し
 
 

（
九
八
二
番
）
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本
来
か
、
西
行
単
独
詠
が
本
来
か
、
稿
者
に
は
判
ら
な
い
、
と
述
べ
た
。
現
在
も
、
い
ず
れ
が
西
行
家
集
の
本
来
の
形
か
、
稿
者
に
 
 

は
判
ら
な
い
が
、
『
月
詣
集
』
の
撰
集
に
与
っ
た
贅
料
は
贈
答
歌
と
し
て
い
た
こ
と
が
間
違
い
な
く
、
贈
答
歌
の
扱
い
を
す
る
『
山
 
 

家
集
』
と
『
心
中
集
』
妙
怯
院
本
と
は
、
注
目
さ
れ
て
よ
い
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
西
行
家
集
は
、
内
容
は
変
ら
な
い
が
、
揃
っ
て
、
『
月
詣
集
』
と
は
異
っ
た
詞
書
で
あ
る
。
 
 
 

∧
山
家
集
V
右
大
臣
公
能
、
父
の
服
の
う
ち
に
は
～
な
く
な
り
ぬ
と
き
～
て
、
高
野
よ
り
と
ぷ
ら
ひ
申
け
る
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

∧
上
人
集
∨
大
炊
御
門
右
大
臣
、
大
将
と
申
侍
し
お
り
、
徳
大
寺
の
左
大
臣
う
せ
給
ひ
た
り
し
服
の
う
ち
に
母
 
（
ナ
シ
・
内
閣
文
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

庫
Ⅰ
本
）
 
は
か
な
く
な
り
給
ひ
ぬ
 
（
「
ぬ
」
東
大
本
）
 
と
聞
て
、
高
野
よ
り
と
ぷ
ら
ひ
連
（
「
奉
」
他
本
〕
 
と
て
 
 
 

∧
心
中
集
V
太
い
の
御
門
の
大
臣
、
大
将
と
申
侍
し
お
り
、
て
1
の
ぶ
く
に
は
ゝ
な
く
な
り
給
ぬ
と
き
ゝ
て
、
か
う
や
よ
り
と
ぷ
 
 

ら
ひ
た
て
ま
っ
る
と
て
 
 
 

∧
別
 
本
V
大
炊
御
門
右
大
将
、
徳
大
寺
左
大
臣
う
せ
給
ひ
し
服
の
中
に
、
母
は
か
な
く
な
り
給
ふ
と
開
て
、
高
野
よ
り
訪
奉
る
 
 

と
て
 
 
 

『
月
詣
集
』
の
詞
書
は
、
藤
原
実
能
が
亡
く
な
り
．
そ
の
年
の
内
に
奥
方
も
死
亡
し
た
の
で
、
子
の
公
能
の
許
へ
贈
っ
た
敢
、
と
 
 

い
う
文
脈
で
あ
る
。
一
方
、
西
行
諸
家
集
は
、
公
能
が
大
将
の
折
、
父
実
能
の
服
喪
中
に
母
も
な
く
な
っ
た
と
聞
い
て
、
高
野
か
ら
 
 

弔
問
し
た
取
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
事
柄
は
同
一
だ
が
、
『
月
詣
集
』
が
「
徳
大
寺
の
左
大
臣
」
と
「
北
の
方
」
と
把
え
る
の
に
対
 
 

し
、
西
行
家
集
は
「
徳
大
寺
左
大
臣
」
 
「
父
」
と
「
母
」
と
、
葉
蘭
に
接
近
し
た
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
西
行
と
公
能
の
贈
答
で
あ
る
 
 

点
で
、
や
ほ
り
、
西
行
家
集
の
行
き
方
が
本
来
で
、
「
私
」
を
離
れ
る
と
こ
ろ
の
あ
る
『
月
詣
集
』
が
文
脈
を
変
え
た
の
で
あ
る
。
 
 
 

歌
に
つ
い
て
見
る
と
、
『
心
中
集
』
は
、
贈
歌
返
歌
と
も
異
文
が
な
い
。
『
山
家
集
』
は
、
西
行
の
贈
歌
は
諸
本
に
異
文
は
な
い
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

ヽ
ヽ
 
 

が
、
公
能
の
返
歌
に
、
陽
明
文
庫
蔵
本
が
結
句
を
「
し
ら
ぬ
は
か
な
さ
」
、
筑
波
大
学
蔵
本
や
架
蔵
版
本
が
「
し
ま
ぬ
ば
か
り
ぞ
」
 
 

な
ど
、
異
文
が
日
立
つ
。
『
別
本
』
は
、
前
述
の
と
お
り
、
返
歌
を
西
行
歌
と
誤
る
わ
け
だ
が
、
「
か
さ
ね
き
る
」
 
の
歌
の
結
句
を
 
 

「
染
や
し
ぬ
ら
ん
」
と
す
る
な
ど
、
『
月
詣
集
』
 
の
本
文
と
も
大
異
が
見
ら
れ
る
。
 
 
 

こ
の
贈
答
歌
と
最
も
合
致
す
る
の
は
、
妙
法
院
本
『
心
中
集
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
猶
、
『
玉
葉
集
』
は
、
「
大
炊
御
門
右
大
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臣
、
父
の
服
の
う
ち
に
母
ま
た
な
く
な
り
ぬ
と
き
き
て
、
と
ぷ
ら
ひ
に
つ
か
は
す
と
て
」
と
、
西
行
家
集
に
近
い
詞
書
で
1
故
に
 
 

は
、
第
四
旬
に
「
心
の
包
も
」
と
い
う
異
文
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
『
月
詣
集
』
か
ら
の
影
響
は
な
い
と
言
え
る
。
 
 

氷
留
山
水
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
 
 

（
一
〇
〇
七
番
）
 
 
 

岩
ま
せ
く
木
の
は
わ
け
こ
え
山
水
の
つ
ゆ
も
ら
さ
ぬ
は
氷
な
り
け
り
 
 

彰
考
館
本
は
、
こ
の
歌
の
泳
者
を
「
々
々
法
師
」
と
す
る
。
直
前
の
一
〇
〇
六
番
の
詠
者
は
「
加
茂
重
政
」
で
あ
り
、
混
乱
が
生
 
 

じ
た
ら
し
い
。
 
 
 

こ
の
歌
を
載
せ
る
西
行
家
集
は
、
『
山
家
集
』
と
『
別
本
』
の
み
だ
が
、
共
に
、
そ
の
詞
書
は
「
氷
留
山
水
」
と
い
う
歌
題
で
あ
 
 

る
。
『
月
詣
集
』
は
、
忠
度
の
場
合
に
見
た
の
と
同
じ
、
「
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る
」
と
い
う
語
を
添
え
て
収
め
た
の
で
あ
る
。
 
 

ヽ
ヽ
 
 
 

歌
語
の
異
文
は
、
『
山
家
集
』
陽
明
文
庫
蔵
本
が
初
旬
を
「
岩
間
ゆ
く
」
と
し
、
こ
の
本
を
底
本
と
す
る
諸
法
は
「
岩
間
を
通
 
 

ヽ
ヽ
 
 

り
」
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
他
本
は
全
て
『
月
詣
集
』
同
様
「
岩
間
せ
く
」
で
あ
り
、
歌
意
か
ら
も
、
こ
れ
が
本
来
で
あ
ろ
う
。
間
 
 

ヽ
ヽ
 

題
は
、
『
山
家
集
』
諸
本
も
『
別
木
』
も
、
第
二
・
三
旬
を
「
大
の
は
わ
け
こ
し
山
水
を
」
と
す
る
点
で
あ
る
。
「
氷
留
山
水
」
と
 
 

ヽ
ヽ
 
 

い
う
歌
題
か
ら
す
れ
ば
、
「
つ
ゆ
も
ら
さ
ぬ
は
氷
な
り
け
り
」
と
い
う
発
見
と
驚
き
は
「
山
水
を
」
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
。
 
 

「
木
の
葉
分
け
来
し
山
水
」
と
連
体
修
飾
に
す
る
西
行
家
集
の
本
文
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
『
月
詣
集
』
は
、
「
木
の
葉
分
け
越
え
」
 
 

ヽ
 
と
連
用
修
飾
に
誤
っ
た
た
め
、
「
山
水
」
を
主
語
と
せ
ざ
る
を
稗
ず
、
「
山
水
の
」
と
本
文
を
変
え
た
も
の
と
見
え
る
。
つ
ま
り
、
 
 
 

こ
の
異
文
は
、
『
月
詣
集
』
が
 
「
こ
し
」
を
「
こ
え
」
と
誤
っ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
文
化
五
年
標
証
本
が
、
「
え
」
の
右
に
 
 

「
し
山
家
」
と
注
す
る
の
も
首
肯
で
き
る
。
 
 
 

こ
の
歌
の
場
合
、
『
月
詣
集
』
は
『
山
家
集
』
 
『
別
本
』
の
系
譜
の
本
文
を
収
め
た
が
、
い
ず
れ
か
の
段
階
に
お
い
て
、
少
々
誤
 
 

謬
が
生
じ
、
そ
れ
が
継
承
さ
れ
た
、
と
見
て
よ
い
。
 
 

（
法
華
経
序
晶
の
心
を
よ
め
る
）
 
 

ヽ  

西
行
諸
家
集
の
詞
書
は
、
『
山
家
集
』
が
 
「
序
品
」
、
『
上
人
集
』
が
「
法
華
経
序
品
を
」
、
『
心
中
集
』
が
 
「
法
華
経
序
晶
」
、
『
別
 
5
1
 
 
 

ち
り
ま
が
ふ
花
の
に
ほ
ひ
を
さ
き
だ
て
て
ひ
か
り
を
法
の
蓮
に
ぞ
し
く
 
 

（
一
〇
四
一
番
）
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三
九
九
番
 
『
御
裳
濯
河
歌
合
』
の
み
に
載
る
歌
。
 
 

帝
性
も
あ
る
。
歌
に
も
『
歌
合
』
と
は
異
文
が
あ
り
、
 
 
 

七
〇
三
番
 
『
月
詣
集
』
は
「
属
し
ら
ず
」
と
し
、
 
 

本
』
が
「
法
華
序
品
」
と
あ
り
、
『
月
詣
集
』
は
、
こ
れ
に
「
の
心
を
よ
め
る
」
と
添
え
た
だ
け
で
あ
る
。
『
風
雅
集
』
が
「
法
花
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 

経
序
品
の
こ
こ
ろ
を
」
と
す
る
の
は
、
『
月
詣
集
』
の
影
響
か
も
知
れ
ぬ
が
、
こ
の
語
句
は
、
参
照
せ
ず
と
も
付
け
ら
れ
よ
う
。
 
 
 

歌
に
は
、
『
山
家
集
』
 
『
上
人
集
』
 
『
心
中
集
』
 
『
別
本
』
の
西
行
家
集
に
も
『
風
雅
集
』
に
も
、
異
文
は
無
い
。
『
上
人
集
』
 
 

l
▼
ヽ
 
 

伝
甘
露
寺
伊
長
筆
本
が
結
句
を
「
む
し
ろ
に
ぞ
き
く
」
と
す
る
が
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
「
支
」
 
の
仮
名
が
誤
読
さ
れ
た
ら
し
い
。
 
 

こ
の
歌
も
、
『
月
詣
集
』
は
、
西
行
諸
家
集
に
収
め
ら
れ
た
の
と
同
様
の
資
料
に
よ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
 
 

『
月
詣
集
』
所
載
西
行
歌
一
首
一
首
に
つ
い
て
、
西
行
家
集
と
比
較
し
、
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
を
概
観
し
っ
つ
、
西
行
家
集
と
 
 

の
距
離
を
整
理
し
て
お
く
。
 
 
 

八
八
番
 
詞
書
は
『
月
詣
集
』
が
「
顧
し
ら
ず
」
で
、
諸
家
集
は
『
月
詣
集
』
と
等
距
離
。
歌
は
、
『
宮
河
歌
合
』
 
『
心
中
集
』
 
 

『
上
人
集
』
が
『
月
詣
集
』
に
近
い
。
 
 

一
二
六
番
 
詞
書
は
『
山
家
集
』
 
『
上
人
集
』
と
も
『
月
詣
集
』
と
ほ
ぼ
等
距
離
。
歌
は
『
上
人
集
』
が
『
月
詣
集
』
に
近
い
。
 
 
 

〓
二
八
番
 
詞
書
は
、
『
月
詣
集
』
が
実
詠
と
し
、
西
行
家
集
は
題
詠
と
す
る
点
、
『
月
詣
集
』
と
等
距
離
。
歌
も
、
家
集
単
位
 
 

で
の
異
文
は
見
出
せ
ず
、
ほ
ぼ
等
距
離
。
 
 

一
五
四
番
 
詞
書
は
『
山
家
集
』
が
『
月
詣
集
』
と
同
文
で
、
『
上
人
集
』
 
『
別
本
』
は
大
臭
が
あ
る
。
敬
は
、
『
月
詣
集
』
の
 
 

み
に
異
文
が
見
出
せ
る
。
 
 

一
入
九
番
 
諸
家
集
に
は
載
ら
ず
、
『
月
詣
集
』
独
自
の
試
で
あ
る
と
い
う
点
で
†
 
距
離
は
測
れ
な
い
。
 
 
 

二
七
〇
番
 
『
山
家
集
』
の
み
に
載
る
歌
だ
が
、
詞
書
に
は
大
異
が
あ
る
。
故
に
は
集
と
し
て
の
異
文
は
無
い
。
現
在
知
ら
れ
て
 
 

い
な
い
西
行
歌
の
資
料
が
あ
っ
た
か
。
 
 

『
月
詣
集
』
が
「
百
首
の
歌
の
中
に
」
と
す
る
点
、
別
な
る
撰
歌
資
料
の
可
 
 

『
新
古
今
集
』
は
『
歌
合
』
に
近
い
。
 
 

歌
顧
を
示
す
諸
家
集
と
は
等
距
離
。
歌
に
も
諸
家
集
と
『
月
詣
集
』
に
集
単
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位
で
の
異
文
が
無
く
、
等
距
離
。
 
 
 

七
〓
ニ
番
 
詞
書
は
諸
家
集
と
小
異
が
あ
る
が
、
『
山
家
集
』
と
妙
法
院
本
『
心
中
集
』
は
『
月
詣
集
』
に
近
い
。
歌
は
、
諸
家
 
 

集
と
の
間
に
異
文
は
少
な
い
。
妙
法
院
本
『
心
中
集
』
に
小
異
が
見
出
せ
る
が
。
 
 
 

八
一
八
・
九
番
 
詞
書
は
『
山
家
集
』
 
『
心
中
集
』
が
『
月
詣
集
』
に
近
い
。
歌
は
『
心
中
集
』
に
異
文
が
無
く
、
最
も
『
月
詣
 
 

集
』
に
近
い
。
陽
明
文
鹿
本
を
除
く
『
山
家
集
』
が
こ
れ
に
次
ぐ
と
見
て
よ
い
。
 
 
 

八
三
〇
番
 
『
月
詣
集
』
は
詞
書
を
欠
く
が
、
雑
下
の
述
懐
歌
で
、
『
上
人
集
』
 
『
心
中
集
』
 
『
別
本
』
と
同
じ
扱
い
を
す
る
。
 
 

春
の
歌
と
ナ
る
『
山
家
集
』
は
離
れ
る
。
歌
に
は
『
月
詣
集
』
の
み
の
異
文
が
あ
る
。
 
 
 

八
六
〇
番
 
詞
書
は
諸
家
集
と
小
異
が
あ
る
。
歌
に
も
『
月
詣
集
』
と
『
山
家
集
』
 
『
上
人
集
』
 
『
心
中
集
』
と
で
対
立
す
る
異
 
 

文
が
あ
る
。
『
別
本
』
は
異
文
が
大
き
い
。
『
月
詣
集
』
は
西
行
諸
家
集
か
ら
距
離
が
認
め
ら
れ
る
。
 
 
 

八
八
一
番
 
『
山
家
集
』
 
『
心
中
集
』
に
載
ら
な
い
歌
。
詞
書
は
『
上
人
集
』
 
『
別
本
』
と
同
内
容
。
歌
に
は
、
『
月
詣
集
』
独
 
 

白
の
異
文
が
あ
り
、
二
家
集
と
は
等
距
離
。
『
月
詣
集
』
は
『
続
古
今
集
』
に
影
響
し
た
ら
し
い
。
 
 
 

九
六
一
ニ
ー
番
 
詞
書
は
、
諸
家
集
と
同
内
容
だ
が
本
文
に
大
異
が
あ
り
、
諸
家
集
は
『
月
詣
集
』
と
等
距
離
。
歌
は
『
山
家
 
 

集
』
 
『
上
人
集
』
が
『
月
詣
集
』
に
近
い
。
 
 
 

九
八
二
■
三
番
 
詞
書
は
、
諸
家
集
と
同
内
容
だ
が
本
文
に
は
大
臭
が
あ
る
。
歌
は
『
月
詣
集
』
と
『
心
中
集
』
妙
法
院
本
が
全
 
 

く
合
致
し
、
『
山
家
集
』
が
こ
れ
に
次
ぐ
。
 
 

一
〇
〇
七
番
 
『
山
家
集
』
と
『
別
本
』
と
の
み
に
載
る
歌
。
詞
書
は
『
月
詣
集
』
と
両
家
集
は
同
一
だ
が
、
『
月
詣
集
』
は
歌
 
 

語
に
誤
謬
が
生
じ
て
い
る
。
 
 

一
〇
四
一
番
 
詞
書
・
歌
語
と
も
、
『
月
詣
集
』
と
西
行
諸
家
集
は
同
一
で
、
等
距
離
に
あ
る
と
言
え
る
。
 
 
 

ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
御
裳
濯
河
』
 
『
官
河
』
両
河
歌
合
と
『
月
詣
集
』
と
で
重
な
る
五
首
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
五
首
は
、
 
 

揃
っ
て
、
『
月
詣
集
』
の
本
文
と
距
離
が
小
さ
い
の
で
あ
る
。
両
河
取
合
は
西
行
自
撰
の
自
取
合
で
、
そ
の
本
文
も
西
行
の
お
墨
付
 
 

き
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
両
河
歌
合
と
、
西
行
生
存
中
に
成
っ
た
『
月
詣
集
』
に
収
め
ら
れ
た
歌
と
が
、
近
い
本
文
を
有
す
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∧
五
∨
 
 

煩
雑
に
わ
た
っ
た
本
稿
を
整
理
し
、
本
稿
で
得
ら
れ
た
結
果
の
将
来
す
る
問
題
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
は
、
歌
を
操
ぶ
に
あ
た
り
、
『
平
忠
虔
集
』
の
場
合
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
資
料
と
な
っ
た
家
集
等
の
本
文
を
、
あ
 
 

ま
り
変
え
る
こ
と
が
な
い
。
 
 
 

『
月
詣
集
』
所
載
の
西
行
歌
十
七
首
に
つ
い
て
、
こ
の
原
則
を
尺
度
と
し
て
、
西
行
の
諸
家
集
の
本
文
と
比
較
し
た
結
果
、
次
の
 
 
 

る
の
は
、
当
然
と
い
え
ば
当
然
の
結
果
だ
が
、
大
事
な
確
認
が
取
れ
た
と
は
言
え
よ
う
。
 
 
 

次
に
、
本
稿
の
中
心
的
課
題
で
あ
る
、
西
行
諸
家
集
と
の
距
離
で
あ
る
。
『
月
詣
集
』
入
集
歌
数
の
点
で
は
、
『
山
家
集
』
 
『
上
 
 

人
集
』
 
『
別
本
』
 
『
心
中
集
』
と
い
う
順
に
少
な
く
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
本
文
の
合
致
と
い
う
点
か
ら
言
え
ば
、
『
山
家
集
』
や
 
 

『
上
人
集
』
は
必
ず
し
も
『
月
詣
集
』
に
近
い
と
は
言
え
ず
、
『
心
中
集
』
が
最
も
『
月
詣
集
』
の
本
文
に
近
い
の
で
あ
る
。
 
 
 

さ
き
に
指
摘
し
た
両
河
歌
合
と
『
月
詣
集
』
と
で
重
な
る
五
首
の
内
、
三
首
ま
で
が
『
心
中
集
』
と
も
重
な
る
歌
で
あ
る
。
『
心
 
 

中
集
』
は
『
両
河
取
合
』
と
も
本
文
が
近
い
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
、
七
一
三
番
・
八
一
八
～
九
番
・
九
八
二
三
二
番
は
、
特
に
、
妙
 
 

法
院
本
の
『
心
中
集
』
と
『
月
詣
集
』
と
の
合
致
虔
が
高
い
例
で
あ
っ
た
。
『
月
詣
集
』
と
『
心
中
集
』
と
で
重
な
り
合
う
残
り
の
 
 

四
首
 
（
八
三
〇
番
・
八
六
〇
番
・
九
六
一
～
二
番
・
一
〇
四
〇
番
）
 
の
場
合
も
、
『
心
中
集
』
を
含
む
西
行
家
集
と
『
月
詣
集
』
と
 
 

が
等
距
離
を
置
い
て
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
四
首
は
、
『
月
詣
集
』
は
西
行
諸
家
集
と
本
文
が
合
致
し
、
『
心
中
集
』
 
 

と
も
合
致
ナ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
 
 
 

西
行
諸
家
集
の
中
で
は
、
こ
の
『
心
中
集
』
ほ
ど
『
月
詣
集
』
の
距
離
が
少
な
い
集
は
無
い
の
で
あ
る
。
勿
論
、
小
異
は
散
見
し
 
 

た
。
『
心
中
集
』
に
載
ら
な
い
歌
が
『
月
詣
集
』
に
入
集
し
て
い
る
例
も
多
い
。
『
心
中
集
』
諸
本
の
中
で
も
、
本
文
に
相
違
が
あ
 
 

る
場
合
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
の
『
心
中
集
』
が
、
し
か
も
、
そ
の
中
で
は
、
妙
法
院
本
の
本
文
が
、
最
も
 
 

『
月
詣
集
』
の
本
文
に
近
接
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
や
は
り
看
過
す
る
わ
け
に
は
行
く
ま
い
。
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よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
た
。
即
ち
、
『
月
詣
集
』
は
、
現
存
す
る
西
行
家
集
の
或
る
特
定
の
一
集
と
の
関
係
は
囲
め
ら
れ
な
い
。
 
 

『
月
詣
集
』
の
み
に
載
る
歌
一
首
の
存
在
を
考
え
る
と
、
伝
存
は
し
な
い
が
、
別
な
る
西
行
歌
の
資
料
に
よ
っ
て
撰
歌
し
た
可
能
性
 
 

も
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し
て
、
『
月
詣
集
』
の
撰
歌
に
与
っ
た
西
行
歌
の
資
料
の
本
文
は
、
現
存
家
集
の
中
で
 
 

は
、
『
心
中
集
』
の
、
そ
れ
も
妙
法
院
本
の
本
文
と
最
も
近
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ざ
る
を
待
な
い
。
『
山
家
集
』
 
『
上
人
集
』
 
 

『
別
本
』
と
は
、
い
さ
さ
か
本
文
が
離
れ
る
資
料
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
本
稿
で
言
及
し
な
か
っ
た
が
、
『
聞
書
集
』
 
『
残
集
』
 
 

と
『
月
詣
集
』
と
は
、
全
く
敢
の
影
響
関
係
が
無
い
と
い
う
事
実
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
両
集
の
成
立
年
代
の
関
係
で
あ
ろ
う
。
 
 

『
月
詣
集
』
と
の
対
比
に
お
い
て
、
そ
の
本
文
の
信
憑
性
の
高
さ
が
う
か
び
あ
が
っ
た
『
心
中
集
』
で
あ
る
。
こ
の
集
に
は
、
伝
 
 

西
行
自
筆
と
い
う
宮
本
家
本
、
伝
冷
泉
為
相
撃
と
い
う
妙
法
院
本
、
内
閣
文
庫
蔵
本
、
書
陵
部
蔵
御
所
本
、
書
陵
部
蔵
輪
池
叢
書
本
 
 

〔
未
見
）
 
等
の
伝
本
が
あ
る
。
中
で
、
完
本
は
妙
法
院
本
の
み
で
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
本
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
政
文
の
、
 
 

あ
る
人
の
も
と
に
ま
か
り
た
り
し
に
、
山
ざ
と
の
し
ふ
と
申
も
の
～
侍
を
見
れ
ば
、
さ
な
り
け
り
と
を
か
し
く
、
た
れ
が
し
は
 
 

ぎ
と
お
ぼ
え
ぬ
こ
と
も
か
き
つ
け
ら
れ
た
り
、
み
ぐ
る
し
く
、
か
を
あ
か
む
心
ち
す
れ
ど
も
、
ち
り
侍
に
け
れ
ば
、
か
ゐ
な
く
 
 

お
ぼ
え
て
、
み
も
～
う
た
む
そ
ぢ
こ
そ
、
さ
る
こ
と
は
べ
り
き
と
お
ぽ
ゆ
れ
、
そ
れ
を
ぬ
き
給
へ
、
と
申
し
侍
ぬ
、
す
ゑ
に
み
 
 

給
は
む
人
、
む
な
し
き
こ
と
葉
を
ひ
る
が
へ
し
て
、
仙
り
う
花
の
あ
か
月
、
さ
と
り
ひ
ら
け
む
ち
ぎ
り
に
な
し
た
ま
ふ
べ
し
、
云
 
 

々
 
 

に
見
え
る
、
「
山
ざ
と
の
し
ふ
」
か
ら
三
百
六
十
首
を
抄
出
し
た
と
い
う
述
べ
方
な
ど
か
ら
、
『
心
中
集
』
は
、
西
行
が
生
前
に
撰
 
 

（
3
2
）
 
 

（
3
1
）
 
 

ん
だ
自
供
秀
歌
集
と
見
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
久
保
田
淳
氏
は
、
「
内
部
徴
証
よ
り
、
そ
の
成
立
の
上
限
は
承
安
元
年
 
〓
一
七
〓
 
 

九
月
以
降
と
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
た
上
で
、
こ
の
集
の
最
末
尾
に
「
五
条
三
位
 
（
俊
成
）
 
う
た
あ
つ
め
ら
る
～
と
き
～
て
、
う
た
 
 

つ
か
は
す
と
て
」
と
い
う
西
行
と
俊
成
の
贈
答
敢
が
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
 
 

き
ん
〓
だ
い
し
ゆ
う
 
 

こ
の
集
は
俊
成
が
試
み
た
「
撰
集
の
や
う
な
る
も
の
」
 
（
長
歌
詠
藻
・
下
）
 
と
呼
ば
れ
る
『
三
五
代
集
』
（
『
千
載
和
歌
集
』
の
 
 

母
胎
と
な
っ
た
私
撰
集
）
 
編
集
の
際
に
高
野
よ
り
送
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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青
 
 

草
 
 

井
 
 

犬
 
 

9
1
 
と
さ
れ
、
安
元
元
年
（
二
七
五
）
十
二
月
八
日
を
、
俊
成
の
返
歌
の
、
つ
ま
2
」
の
集
成
立
の
、
下
限
と
さ
れ
る
。
 
 

1
 
 

『
心
中
集
』
に
つ
い
て
は
、
山
岸
徳
平
氏
以
来
、
諸
先
覚
に
数
多
く
の
御
論
が
あ
る
が
、
そ
う
し
て
、
久
保
田
氏
説
の
ま
ま
で
は
 
 

（
5
1
〕
 
 

な
い
意
見
も
あ
る
が
、
最
近
の
諸
氏
の
御
琴
言
は
、
お
お
む
ね
こ
れ
に
添
う
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
『
心
中
集
』
は
、
西
行
自
供
 
 

家
集
で
あ
り
、
何
ら
か
の
撰
集
事
業
の
資
料
と
し
て
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
 
 
 

木
藤
の
調
査
と
結
論
と
は
、
そ
の
本
文
の
信
憑
性
と
い
う
点
を
課
題
と
し
て
、
『
心
中
集
』
が
、
し
か
も
、
そ
の
妙
法
院
本
が
、
 
 

西
行
生
存
中
に
成
っ
た
『
月
詣
集
』
の
本
文
と
の
比
較
の
点
で
、
か
な
り
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
こ
と
に
な
る
。
『
月
 
 

ご
く
当
然
の
結
論
が
導
き
出
せ
た
わ
け
だ
が
、
こ
れ
が
、
専
ら
本
文
の
吟
味
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
無
 
 

詣
集
』
は
、
西
行
が
生
存
中
に
編
ん
だ
自
壊
秀
歌
集
と
も
い
わ
れ
る
『
心
中
集
』
に
極
め
て
近
い
本
文
を
有
す
る
現
在
で
は
存
在
が
 
 

知
ら
れ
な
い
資
料
に
よ
っ
て
、
西
行
の
歌
十
七
首
を
撰
ん
だ
の
で
あ
る
。
『
山
家
心
中
集
』
そ
の
も
の
が
『
月
詣
集
』
の
撰
歌
資
料
 
 

で
あ
っ
た
と
も
、
ま
た
、
そ
の
資
料
と
す
べ
く
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
、
本
稿
に
お
い
て
証
明
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
が
。
 
 

意
味
な
吟
味
で
は
あ
る
ま
い
と
思
う
。
 
 

9 8 7 6 5  4 5 21  

注
 
 

『
私
家
集
大
成
』
の
「
俊
成
」
の
解
説
（
黒
川
昌
了
・
松
野
陽
一
両
氏
担
当
）
 
に
よ
る
〝
 
 
 

「
原
型
」
を
こ
の
年
と
す
る
『
和
歌
文
学
辞
典
』
 
（
有
吉
保
氏
編
）
に
従
う
。
 
 
 

寿
永
百
首
を
「
原
型
」
と
み
る
『
私
家
集
大
成
』
の
「
大
輔
」
の
解
説
（
森
本
元
子
氏
担
当
）
に
よ
る
。
 
 
 

政
文
に
「
干
時
寿
永
元
年
壬
寅
十
一
月
」
と
あ
る
。
但
し
、
寿
永
二
年
四
月
五
日
に
内
大
臣
に
な
っ
た
藤
原
実
定
を
（
『
公
卿
補
任
』
）
、
 
 

「
内
大
臣
」
と
し
て
収
め
る
か
ら
、
一
年
下
が
る
か
。
 
 
 

『
私
家
集
大
成
』
の
「
惟
方
」
の
解
説
（
山
木
幸
一
氏
担
当
）
に
よ
る
。
 
 
 

『
私
家
集
大
成
』
の
 
「
定
家
」
の
解
説
（
赤
羽
敵
氏
担
当
）
 
に
よ
る
。
 
 
 

『
和
歌
文
学
辞
典
』
 
（
有
吉
保
氏
編
）
 
に
従
う
．
 
 
 

『
新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻
「
私
撰
集
編
」
の
「
解
規
」
 
（
杉
山
重
行
氏
担
当
）
に
よ
る
。
 
 
 

『
私
家
集
大
成
』
所
収
の
陰
明
文
庫
蔵
本
の
外
、
架
蔵
六
家
集
版
本
・
筑
波
大
学
蔵
本
（
桑
原
博
史
氏
編
『
西
行
全
歌
集
上
』
に
よ
る
）
 
 

を
調
査
し
た
。
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久
保
田
持
氏
編
『
西
行
全
集
』
所
収
本
文
に
よ
っ
て
調
査
し
た
。
 
 
 

『
私
家
集
大
成
』
所
収
の
李
花
亭
文
庫
蔵
本
の
外
、
伝
甘
露
寺
伊
長
草
本
（
久
保
田
氏
編
『
西
行
全
集
』
所
収
に
よ
る
）
・
東
大
国
文
研
 
 

究
室
蔵
本
・
内
聞
文
庫
蔵
Ⅰ
本
≡
〇
一
・
五
一
匹
）
・
内
閣
文
庫
蔵
Ⅱ
本
≡
〇
一
・
五
一
五
）
を
調
査
し
た
．
 
 
 

日
本
古
典
文
学
影
印
業
刊
8
『
平
安
私
家
集
』
所
収
を
調
査
し
た
。
 
 
 

永
井
義
憲
氏
「
山
家
心
中
集
の
成
立
－
妙
法
院
本
を
中
心
ヒ
し
て
ー
」
（
「
大
妻
女
子
大
学
紀
要
二
昭
和
四
六
年
3
月
）
お
よ
び
久
保
田
民
 
 

宿
『
西
行
全
集
』
所
収
に
よ
り
調
査
し
た
．
 
 
 

官
本
本
を
日
本
古
典
文
学
会
『
覆
刻
日
本
古
典
文
学
館
』
に
よ
り
、
書
陵
部
本
を
佐
佐
木
信
網
博
士
解
題
の
複
製
に
よ
り
、
内
閣
文
庫
蔵
 
 

本
を
久
保
田
氏
編
『
西
行
全
集
』
に
よ
り
調
査
．
 
 
 

両
河
歌
合
は
、
群
書
渠
従
本
に
よ
り
調
査
し
た
．
 
 
 

久
保
田
氏
編
『
西
行
全
集
』
所
収
本
文
に
よ
り
調
査
し
．
国
文
学
研
究
資
料
館
収
蔵
の
写
真
版
に
よ
り
確
諷
し
た
。
 
 
 

昭
和
十
」
ハ
年
2
月
刊
、
佐
佐
木
信
綱
、
川
田
順
、
伊
藤
嘉
夫
、
久
曹
神
昇
四
民
編
．
 
 
 

森
本
元
子
氏
『
私
家
集
の
研
究
』
 
（
昭
和
四
一
年
1
1
月
刊
）
・
松
野
陽
一
氏
「
寿
永
百
官
に
つ
い
て
」
（
「
和
欧
文
学
研
究
」
三
一
号
、
昭
 
 

和
四
九
年
6
月
）
 
な
ど
に
よ
る
．
 
 
 

『
私
家
集
大
成
』
所
収
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
忠
度
百
首
』
の
他
に
、
同
蔵
『
忠
虔
百
首
詠
歌
』
・
同
蔵
『
忠
度
朝
臣
集
』
・
辞
書
類
従
 
 

本
・
東
京
大
学
国
文
研
究
室
蔵
本
・
名
古
屋
大
学
小
林
文
庫
蔵
本
、
北
海
学
園
北
港
文
庫
蔵
本
・
木
村
弥
三
郎
氏
複
本
 
（
「
王
朝
文
学
」
六
 
 

・
昭
和
三
六
年
‖
月
所
収
）
・
神
宮
文
庫
蔵
本
・
松
平
文
庫
蔵
本
・
架
蔵
版
本
を
調
査
し
た
。
 
 
 

『
平
安
朝
歌
合
大
成
八
』
所
収
、
四
一
〇
に
よ
り
調
査
し
た
。
 
 
 

拙
稿
「
『
掩
承
三
十
］
ハ
人
蘇
合
』
本
文
考
」
（
「
国
語
国
文
」
昭
和
五
入
年
相
月
）
参
照
。
 
 
 

「
山
家
集
伝
本
考
」
 
（
「
斯
道
文
庫
論
集
」
一
八
・
昭
和
五
七
年
3
月
）
 
 
 

「
山
家
心
中
集
の
伝
本
の
形
態
」
 
（
「
文
学
論
叢
」
五
七
・
昭
和
五
七
年
1
2
月
）
な
ど
．
 
 
 

日
本
古
典
文
学
会
刊
、
昭
和
五
七
年
5
月
刊
．
 
 
 

『
西
行
山
家
集
全
注
解
』
昭
和
四
大
年
1
月
刊
．
 
 
 

窪
田
幸
一
郎
氏
著
『
西
行
の
研
究
』
 
（
昭
和
三
六
年
1
月
刊
）
を
は
じ
め
と
し
、
高
城
功
夫
氏
「
西
行
の
『
恋
百
首
』
考
（
上
中
下
）
」
 
 

（
「
東
洋
」
昭
和
五
六
年
4
＝
ゎ
こ
7
月
）
や
、
久
保
田
淳
氏
「
『
山
家
集
』
巻
末
「
百
首
」
に
つ
い
て
」
 
〔
「
文
学
」
昭
和
五
入
年
1
0
月
〕
な
ど
。
 
 
 

『
西
行
の
研
究
』
 
〔
荘
2
6
参
照
）
 
の
第
四
篇
「
御
裳
濯
河
・
宮
河
統
合
の
恋
の
歌
」
に
お
い
て
。
 
 
 

「
西
行
歌
『
散
る
を
見
て
帰
る
心
や
』
試
注
」
 
（
「
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
」
 
二
六
・
昭
和
五
九
年
3
月
）
 
 
 

寂
然
の
集
の
分
類
は
、
『
私
家
集
大
成
』
の
「
寂
然
」
の
解
説
（
井
上
宗
杜
氏
担
当
）
に
よ
る
。
 
 
 

拙
稿
「
『
山
家
集
』
所
載
西
行
歌
一
首
存
疑
（
下
）
」
（
「
文
芸
言
語
研
究
」
七
二
昭
和
五
七
牛
1
2
月
）
 
 
 

山
岸
徳
平
氏
「
山
家
心
中
集
に
就
い
て
」
 
（
昭
和
四
六
年
色
月
刊
『
日
本
名
筆
全
集
』
三
七
巻
所
収
「
山
家
心
中
集
解
題
」
「
久
保
田
持
 
 

氏
「
山
家
心
中
集
解
題
」
 
（
『
覆
刻
日
本
古
典
文
学
館
』
昭
和
四
六
年
9
月
）
、
松
野
陽
山
氏
『
鑑
賞
日
本
古
典
文
学
』
の
「
山
家
集
総
説
」
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（
昭
和
五
二
年
3
月
）
、
犬
養
廉
氏
『
鑑
賞
日
本
の
古
典
』
の
「
山
家
集
解
説
」
 
（
昭
和
五
五
年
1
0
月
）
、
後
藤
重
郎
氏
『
新
潮
日
本
古
典
集
 
 

成
山
家
集
』
の
解
説
（
昭
和
五
七
年
4
月
）
。
 
 
 

（
3
2
）
 
『
西
行
山
家
集
入
門
』
 
（
有
斐
閣
新
書
・
昭
和
五
三
年
8
月
刊
）
 
の
「
序
説
」
。
 
 

∧
付
言
V
本
稿
は
、
昭
和
五
七
年
度
稿
者
担
当
の
教
育
研
究
科
「
日
本
文
学
史
」
の
演
習
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
受
講
生
諸
君
 
 

が
、
多
く
の
歌
人
の
『
月
詣
集
』
入
集
デ
ー
タ
を
参
考
に
供
し
て
く
れ
た
。
ま
た
一
本
稿
の
骨
子
は
、
筑
波
大
学
日
本
文
学
会
昭
和
 
 

五
八
年
九
月
例
会
（
三
日
、
於
筑
波
大
学
）
 
で
報
告
し
た
。
参
会
者
諸
氏
よ
り
、
種
々
御
教
示
を
得
た
。
受
講
生
諸
君
・
参
会
者
諸
 
 

氏
に
、
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。
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